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④◆月のおもな内容 ○

2市 1田丁任協情報
任意協議会を解散    …P2～P3

特集0ま もなく開演「とびうめ国文祭寸
…P4～P7

保育園入園児募集 P8 ～P9
市制50周年記念誌

『筑後市歴史館』を発刊

まごころ介護相談員募集 Pll

散歩道(みなさんのページ) …P12～P13
サザンクス筑後 P14～P15

まちの話題 P16～P17

保健・衛生 P18～P19
お知らせ P20～P22

図書室だより P23
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見に来ませんか。私たちの舞台
旗揚げ公演を目前に、けい占に励む市民ミュージカル劇

団の子どもたち。「全国太鼓の祭典」と「ミュージカ)レフェス

ティバル」が、いよいよ今月開嘉します。

(内容は4ページに紹介)

. 3 日 B ● ● . . . 口 B , ぃ
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°いざ√出らむヱ子ひとノ床ぎつ(り と

子手をオときて広き素ゆらす

平井 達志さん (長浜)
・■野に風洋が獅入れにけり

北山 秀明さん (筑後俳句会 )

P10

モミジ
(カエデ科の落葉樹で、秋の風物

詩として300種類もの品種が江
戸時代からつくらオしている。英語

名はメープル)

を後めて私 の風 に会お、

鹿毛 ツヤ子さん (鶴田)
※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所・氏名を添えて広報統計係ヘ

病府

この人にズームイン P24



「
八
女
市
、
筑
後
市
、
広
川
町
任
意
合
併
協
議
会
」
（任
協
）
の
第
７
回
協
議
が
９
月
２７
日
に
、
ま
た
第
３
回
協
議
が

１０
月
１５
日
に
関
か
れ
、
と
も
に
第
６
回
協
議

（９
月
２２
日
）
で
継
続
協
議
と
な

っ
て
い
た

「地
方
税
の
取
り
扱
い
」
の

議
案
と
、
法
定
協
で
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
、
新
市
の

「事
務
所
の
位
置
」
（仮
庁
書
＝
合
併
直
後
の
本
庁
書

の
位
置
）
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
議
案
と
も
合
意
点
が
見
い
出
せ
な
い
ま
ま
議
論
が
階
礁
に
乗
り
上
げ
、

法
定
合
併
協
議
会

（法
定
協
）
設
置
の
見
通
し
も
た
た
な
い
た
め
、
第
３
回
協
議
で
３
首
長
が
任
協

の
解
散
を
提
案
。

任
協
委
員
の
中
か
ら
は
協
議
の
継
続
を
求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
解
散
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の

回
定
資
産
税
率

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
の
は

「地
方
税
の
取
り
扱
い
」
の
議
案
の
う

ち
、
現
在
筑
後
市
が
１
・５
で
、
八

女
市
が
１
・６
Ｆ
、
広
川
町
が
１
・４

笛
と
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
固
定
資
産

税
率
を
、
新
市
で
は
ど
の
程
度
に
す

べ
き
か
と
い
う
点
で
し
た
。
新
市
の

固
定
資
産
税
率
は
１
・５
爾
に
定
め
、

筑
後
市
と
八
女
市
は
合
併
後
１
・５

で
に
、
広
川
町
は
合
併
年
度
と
そ
れ

に
続
く
５
年
度
間
を
現
状
の
ま
ま
と

し
、
そ
の
後
１
・５
Ｆ
に
引
き
上
げ

る
と
い
う
事
務
局
案
に
対
し
て
、
こ

の
税
率
を
新
市
で
適
用
し
た
場
合
、

新
市
の
税
収
が
５
年
間
で
約
７
億
３
、

０
０
０
万
円
程
度
少
な
く
な
る
上
、

そ
の
後
も
１
年
あ
た
り
６
、
２
６
０

万
円
の
減
収
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
税
収
を
確
保
で
き
る
税
率
に
統

一
す
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
出
さ
れ

継
続
協
議
と
な
つ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
第
７
回
協
議
で
は
、

事
務
局
か
ら
さ
ら
に
細
か
い
固
定

資
産
税
率
を
試
算
し
た
資
料
が
出
さ

れ
、
現
状
の
税
収
を
確
保
す
る
た

め
に
税
率
を
１
・５
２
イ
に
し
た
場

合
や
、
八
女
市
が
合
併
年
度
と
こ
れ

に
続
く
５
年
度
間
を
１
・６
で
に
し

た
場
合
な
ど
、
約
６
時
間
半
に
わ
た

り
さ
ま
ざ
ま
な
税
率
を
想
定
し
た
協

議
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
ま
と
ま
ら

ず
、
各
市
町
に
持
ち
帰
っ
て
協
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
市
の

事
務
所
の
位
置

新
市
の

「事
務
所
の
位
置
」
は
、

第
５
回
協
議

（９
月
Ю
日
）
で
次
の

よ
う
に
合
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

０
新
市
の
事
務
所
（仮
庁
舎
）
は
、
法

定
協
議
会
に
お
い
て
引
き
続
き
協
議

す
る
０
現
在
の
八
女
市
役
所
を
八
女
庁
合
、

筑
後
市
役
所
を
筑
後
庁
合
、
広
川
町

役
場
を
広
川
庁
合
と
呼
称
す
る

０
庁
合
の
利
用
方
式
は
、
本
庁
方
式

と
す
る
が
、
本
庁
の
施
設
規
模
及
び

住
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
本
庁
以

外
の
庁
合
に
本
庁
の
機
能
を
一
部
分

散
す
る
。

０
将
来
の
事
務
所

（本
庁
合
）
に
つ

い
て
は
、
２
市
１
町
の
接
す
る
区
域

付
近
に
、
特
例
債
の
期
限
内
に
建
設

す
る
こ
と
と
し
、
新
市
に
お
い
て
検

討
す
る
第
７
回
協
議
で
は
、
合
併
成
立
か

ら
新
市
で
本
庁
合
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
暫
定
的
に
置
か
れ
る
事
務

所

（仮
庁
舎
）
の
位
置
な
ど
、
法
定

協
に
入
る
前
に
も
う
少
し
詰
め
た
議

論
を
し
た
方
が
い
い
と
し
て
、
協
議

を
求
め
る
議
案
が
事
務
局
か
ら
提
案

さ
れ
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
率
の

協
議
が
長
引
い
た
た
め
、
こ
の
議
案

も
各
市
町
に
持
ち
帰
っ
て
議
論
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
市
１
町
任
協

最
後
の
協
議

第
７
回
協
議
終
了
後
、
継
続
協
議

と
な
っ
た
２
つ
の
議
案
に
つ
い
て
の

合
意
点
を
見
い
出
す
た
め
、
１０
月
１

日
、
１０
月
５
日
に
２
市
１
町
の
首
長

に
よ
る

「正
副
会
長
会
議
」
が
、
八

女
市
の
任
協
事
務
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。
し
か
し
２
度
に
わ
た
る
会
議
で

も
協
議
は
ま
と
ま
ら
ず
、
こ
れ
以
上

協
議
し
て
も
合
意
は
得
ら
れ
な
い
と
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7月 26日 (月 )13:30～ 15:15  サンコア

8月 9日 (月 )15:00～ 17:05  八女文化会館

9月 6日 (月 )13:30～ 19:38  サンコア

9月 22日 (水)10:00～ 16:55  八女文化会館

9月 27日 (月 )13:30～ 20:00  八女文化会館

10月 15日 (金)10:00～ 12:38  八女市町村会館

8月 23日 (月 )13:30～ 16:50

9月 10日 (金)18:00～ 21:50 健康福祉センター

はなやぎの里 (広川阿)

健康福祉センター

はなやぎの里 (広川町)

)

)

い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

第
８
回
協
議
の
冒
頭
、
桑
野
照
史

会
長
は
、
３
首
長
で
合
意
を
目
指
す

協
議
を
重
ね
た
こ
と
を
報
告
し
た
あ

と

「固
定
資
産
税
率
の
問
題
と
、
仮

庁
合
の
位
置
の
問
題
で
一
致
点
を
見

い
出
せ
ず
、
ア」う
い
う
状
況
で
法
定

協
に
進
む
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、意
見
の
一
致
を
み
た
」

と
説
明
。
各
委
員
に
解
散
す
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は

「３
首
長
で
合
意
で
き
な

く
て
も
任
協
で
合
意
を
目
指
す
べ

き
」、
「３
首
長
で
の
合
意
が
な
け
れ

ば
先
に
進
め
な
い
」
な
ど
、
激
し
い

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
提
案
ど
お
り
任
協
を
解
散
す
る

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
合
併
特
例
法
の
期
限

で
あ
る
平
成
１７
年
３
月
ま
で
の
合
併

を
目
指
し
、
７
月
１２
日
に
発
足
し
た

「八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
任
意

合
併
協
議
会
」
は
、
全
８
回
の
協
議

の
結
果
、
１０
月
１５
日
に
解
散
が
決
ま

ひ

り
ま
し
た
。
な
お
任
協
の
解
散
を
受

け
、
八
女
市
に
置
か
れ
て
い
た
任
協

事
務
所
も
、
１０
月
２９
日
付
で
閉
鎖
さ

れ
ま
し
た
。

日
間
合
せ

任
協
で
の
各
委
員
の
発
言
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ＪＧ

渉̈
Ｆａｒヨ

α
ギ
争
中Ｊ
烙
き
ｇ
肇
ュ
し

に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
任
協
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
市
民
ま

ち
づ
く
り
係

（盆
０
４
１
１
１
内
線

１
５
６
）
ヘ

任協発足時からの協議日程 正副会長会議日程

任協小委員会開催日程
委ヽ員会

称小委員会

8月 12日 (本 )
8月 20日 (金 )
3月 27日 (金)
8月 30日 (月 )
9月 3日 (盆)
9月 15日 (水)
9月 16日 (本)
9月 21日 (火 )
9月 24日 (金 )
10月 1口 (金 )

任協事務所(八女市)

(金)

と こ ろ

八女市役所
8 19日
8月 28日 (土)

八女市役所9月 1日 (水 )
8月 19日

2市 1町任協の解散について
筑後市長桑野照史

この夏か ら合併協議 を続 けて きた八女市・広川

町 との任意合併協議会 を解散することにな りまし

た。合併協定項 目としていた 45項 目の中で、固定

資産税の税率 と合併直後 の本庁合 (仮庁舎 )の位

置の 2項 目について暗礁 に乗 り上 げ、合意 を得 る

見通 しが立たなかったからです。

中央か ら地方へ、行政の仕組みが大 きく変化 し、三位一体の財政

改革で 自治体財政が危機的状況 を迎えているだけに、合併 は避 けて

通れない と考えて きました。 それだけに何 とか 2市 1町の合併 を成

功 させ たい と精一杯努めてきたところですが、意に反 して残念な結

果 となって しまいました。相手のある協議だけに、あらためて合併

問題の難 しさを痛感 している及第です。

「市民 が主役」のまちづ くりを目指す私 にとって、新 しい市が ど

んな市 になるのか、市民生活 は合併 によって どう変わるのか、で き

るだけ情報 を提供 し、最終的には市民のご判断にゆだねる、 そんな

合併でなければならない と考えてきました。 したがって、今回の協

議会では、他地区にはない詳細な論議が展開されました。厳 しい時

代だけに、なかなかバラ色の設計図は提供できませんで したが、将

来への方向性、つ まり何 を大切 にし、 どんなまちづ くりを目指すの

か、 きちん と市民の皆さんに解 ってもらえるような論議 を任協の場

で展開 したい と、努めてきました。 しか しながら、私 どもの意図す

る結果 にならなかったことは誠 に残念であ ります。

当面、合併特例法の期限である平成 17年 3月 までの合併 は不可

能にな りましたが、今後 とも将来へ向けて市民 と行政の協働 による

「地方の自立」 を目指 してい きたい と思います。市民各位 の一層 の

ご理解 とご協力をお願い申し上 げます。

ぬ運盈
(3)広報ちくご 平成16年 11月号
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日

芸
術
の
秋
。
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典

「第
１９
回
国
民
文
化
祭

・
ふ
く

・
お
か
２
０
０
４
一
が
（
‐０
月
３。
日
か
ら
県
下
で
始
ま
り
ま
し
た
。
筑
後
市

・
て
は
、
＝
月
３
日
Ｏ
ｔ

「全
国
太
鼓
の
祭
典
」
が
、
１１
月
１３
日
①

。
１４
日

一
０
に
は

「
ミ

ュ
■
ジ
カ
ル
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
が
、
い
ず
れ
も
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
い
よ
い
よ
間
近
に
迫

っ
た
こ
の

２
つ
の
公
演
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

日
間
合
せ

市
文
化
振
興
公
社
支
援
室

（サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
内
奮
⑭
ｌ
２
０
０
）

ヘ

県
内

ン で
ト

１

１国
民
文
化
祭
と
は
、
全
国
各
地
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
集
ま
り
、
活
動
の
発
表

や
互
い
の
交
流
な
ど
を
行
う
祭
典
で
、

昭
和
６．
年
に
東
京
都
で
第
１
回
目
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
盛
大
と
な
り
、
昨
年
山

形
県
で
開
催
さ
れ
た

「第
１８
回
国
民

文
化
祭
」
で
は
、
述
べ
３
万
４
、
１

２
５
人
が
出
演
、
約
１
０
８
万
２
、

０
０
０
人
が
鑑
賞
す
る
な
ど

「文
化

の
国
体
」
と
も
言
う
べ
き
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「飛
梅
に

乗
っ
て
広
が
れ
文
化
新
時
代
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
今
回
の

「第
１９

回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か
２
０
０

４
」
（愛
称
＝
と
び
う
め
国
文
祭
）

で
は
、
１。
月
３。
日
ω
か
ら
１１
月
１４
日

⑪
ま
で
の
１６
日
間
に
わ
た
り
、
県
内

６。
市
町
村
で
１
１
５
の
公
演
や
展
覧

会
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

ど
、　
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向
け

た
準
備
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

本
番
ま
で
残
り
あ
と
わ
ず
か
。

「全
国
太
鼓
の
祭
典
」
に
出
場
す
る

「ち
っ
ご
赤
坂
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー

は
、
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し
よ
う

と
、
額
に
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
太
鼓

を
叩
き
、
で
ヽ
ュ
ー
ジ
カ
ル
フ
エ
ス

テ
イ
バ
ル
」
で
公
演
す
る
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
劇
団
の
皆
さ
ん
は
、
連
日

深
夜
ま
で
舞
台
け
い
古
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。

「全
国
太
鼓
の
祭
典
」
と

「
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
と
い

う
２
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

な
っ
た
筑
後
市
で
は
、
両
イ
ベ
ン
ト

を
成
功
さ
せ
、
こ
の
機
会
に
市
の
文

化
や
情
報
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
こ

う
と
、
平
成
１４
年
８
月
２．
日
に
筑
後

市
実
行
委
員
会
（桑
野
照
史
委
員
長
）

を
設
立
。
同
年
１０
月
１７
日
に
は
、
太

鼓
部
門
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
門
、
そ

れ
ぞ
れ
に
事
業
別
企
画
委
員
会
を

設
け
、
企
画
や
運
営
、
出
演
団
体

の
選
考
、
地
元
出
演
団
体
の
育
成
な

全

国

市

か

典

に
が
出
場

■
月
３
日
側
に
開
催
す
る

「全
国

太
鼓
の
祭
典
」
に
は
、
北
海
道
か
ら

宮
崎
県
ま
で
１
道
１０
県
か
ら
１９
の
太

鼓
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
迫
力
あ
る
音

色
を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
特
別
出
演

と
し
て
、
石
川
県
輪
島
市
か
ら
日
本

▲「ちつご赤坂太鼓」に太鼓道を指導する野本敏昭さ

ん。「何千という太鼓チームが全国にあるが、一つとし

て同じ音色はありません。筑後にしか出せない音をつ

くりたいですねJと、国文祭への抱員を語ります

広報ちくご 平成 16年 11月号 (4)ぬ
饉藝
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特集触 まもなく開演「とびうめ国文祭J

筑後養護学校の寄宿合で太鼓

を教えることになつたのをきつ

かけに、フ年前から八女市で太

鼓の練召をしていましたが、ε

団国民文化祭に向けて筑後市で

も太鼓チームが結成されると間

いて応募 しました。まだ長くて

太しヽばちに振り回されている感

じですが、マラソンと同じで全

体の流れを考えながら、いい旨

が出るように心がけています。

太鼓の魅力は、練召を重ねるこ

とで少しずつ前進 し、できなか

つたことができるようになる達

成慰を味わえるところですね。

太鼓の祭典では、これまで全員

でがんばってきた成果がきつと

出ると思いますので、多くの人

に見てほしいと思います。

▲<本琶を目前に控え、夜遅くまで練習に励む「ちつご赤坂太鼓」

の皆さん。出演チーム中最多の約 40人でll口く太鼓の音色は迫力十

分。体中に振動が伝わつてきます。察典ては、国文祭のために作曲

された「筑後祭囃子」と「筑後乃響」の2由を披露し、フイナーレ  
‐

)
を飾る予定です

ヽ

'

直
径
約
１
８
０
衆
ンの

大
太
鼓
を
叩
く

内
田

是
子
さ
ん

ン

を
代
表
す
る
和
太
鼓
集
団

「御
陣
乗

太
鼓
」
や
、
平
成
１５
年
度
文
化
庁
芸

術
大
賞
を
受
賞
し
た
蘭
こ
の
み
さ
ん

に
よ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
と
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た

「リ
ズ
ム

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
グ
ス
ト
に

迎
え
、
打
楽
器
の
魅
力
を
た
っ
ぶ
り

と
紹
介
し
ま
す
。

筑
後
市
か
ら
は

「水
田
天
満
宮
稚

，」
よ
り
ゅう

児
風
流
」
と

「ち
っ
ご
赤
坂
太
鼓
」

の
２
団
体
が
出
場
し
、
祭
典
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
と
フ
イ
ナ
ー
レ
を
飾
る
予

定
で
す
。
「ち
っ
ご
赤
坂
太
鼓
」
は

「赤
坂
子
ど
も
太
鼓
」を
母
体
と
し
て
、

平
成
１５
年
７
月
１４
日
に
結
成
さ
れ
た

太
鼓
チ
ー
ム
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
７
歳
か
ら
５９

歳
ま
で
の
約
４。
人
。
メ
ン
バ
ー
の
中

に
は
親
子
で
の
参
加
も
あ
り
、
全
体

的
に
活
気
あ
る
雰
囲
気
で
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

「練
習
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
幅
が
あ
る
こ

と
に
加
え
、
経
験
年
数
や
リ
ズ
ム
感

が
ば
ら
ば
ら
で
、
こ
れ
は
え
ら
い
こ

と
を
引
き
受
け
た
な
と
思
い
ま
し
た

よ
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は
、今
回

「ち

っ
ご
赤
坂
太
鼓
」
の
演
奏
指
導
と
総

合
演
出
を
し
て
い
る
県
太
鼓
連
盟
副

会
長
で
行
橋
飛
龍
太
鼓
代
表

・
野
本

敏
昭
さ
ん
。
練
習
を
始
め
た
こ
ろ
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
び
感
覚
で
簡
単
に

叩
い
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
、

太
鼓
の
叩
き
方
以
前
に
あ
い
さ
つ
や

礼
儀
な
ど
、
太
鼓
と
向
き
合
う
姿
勢

か
ら
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
は

「太
鼓
は
う
ま
い
、
下
手
で

は
な
く
気
持
ち
が
大
切
。
気
持
ち
を

込
め
て
叩
か
な
い
と
、
観
客
に
響
く

音
は
出
な
い
。
筑
後
市
の
代
表
と
し

て
舞
台
に
立
つ
か
ら
に
は
、
い
い
か

げ
ん
な
気
持
ち
で
叩
い
て
ほ
し
く
な

い
」
と
い
う
、
太
鼓
に
対
す
る
野
本

さ
ん
の
熱
い
思
い
か
ら
で
し
た
。

こ
う
し
た
野
本
さ
ん
の
指
導
姿
勢

に
応
え
、
練
習
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た

「ち
っ
ご
赤
坂
太

鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
平
成
１５
年

１．
月
に
あ
つ
た

「プ
レ
国
民
文
化

祭
」
で
、
わ
ず
か
３
カ
月
余
り
の

練
習
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

挟
漆
ψ髪
め
に
作
曲
さ
れ
た
「筑
後

祭
囃
子
」
を
披
露
。
他
団
体
に
ひ
け

を
と
ら
な
い
迫
力
あ
る
演
奏
は
、
満

員
の
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。現
在
は
、新
曲
「筑
後
乃
響
」

も
演
奏
曲
目
に
加
わ
り
、
よ
り
迫
カ

あ
る
演
奏
を
披
露
す
る
た
め
日
々
け

い
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

奥
深

い
大
鼓

‐の
音
色

本
番
を
目
前
に
控
え
た
１０
月
１８
日

の
練
習
で
は
、
太
鼓
を
叩
く
姿
勢
や

ば
ち
の
振
り
下
ろ
し
方
、
か
け
声
の

出
し
方
、
振
付
な
ど
を
一
つ
ひ
と
つ

確
認
し
な
が
ら
、
何
度
も
何
度
も
音

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
手
に
マ
メ
が
で
き
た
り
筋

肉
痛
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
人
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
練
習
中
は
だ

れ

一
人
弱
音
を
は
く
こ
と
も
な
く
、

全
員
が
額
に
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
一

心
に
太
鼓
を
叩
い
て
い
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
真
剣
な
表
情
を
見
な
が
ら

「か
な
り
気
合
が
入
っ
て
き
ま
し
た

ね
」
と
、
手
ご
た
え
を
つ
か
む
野
本

さ
ん
。
Ξ
日
だ
け
で
な
く
、
動
き
や

声
、
表
情
な
ど
す
べ
て
の
要
素
が
含

ま
れ
る
太
鼓
は
、
追
求
す
る
と
本
当

に
奥
が
深
い
も
の
な
ん
で
す
。
だ
か

ら
国
文
祭
に
出
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
で
き
れ
ば
そ
の
あ
と
も
続
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

叩
く
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
元
気
で

勢
い
が
あ
る
。
ち
っ
ご
赤
坂
太
鼓
に

は
、
そ
ん
な
太
鼓
チ
ー
ム
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
練
習
中
は
厳

し
い
目
を
細
め
ま
し
た
。
全
国
か
ら

集
ま
る
太
鼓
集
団
に
負
け
な
い
、
迫

力
あ
る

「ち
っ
ご
赤
坂
太
鼓
」
の
演

奏
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

υ

ぬ饉疑
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選
り
す

！
ぐ
η
り
舞
台
が

２
日
間
で
４
公
演

■
月
１３
日
ω

・
１４
日
①
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
す
る

「ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
に
は
、
全
国

各
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の
中
か
ら

選
ば
れ
た

「栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
協
会
ど
リ
ー
み
ん
ぐ
ス
栃

木
県
）、
「さ
さ
や
ま
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
実
行
委
員
会
」
（兵
庫
県
）、
「徳

島
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
ぴ
い
た
あ
ぱ

ん
」
（徳
島
県
）
の
３
つ
の
劇
団
が

訪
れ
、
生
命
や
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ

に
個
性
あ
ふ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

演
じ
ま
す
。
ま
た
１４
日
①
に
は
、
歌

唱
・
ダ
ン
ス
と
舞
台
美
術
を
テ
ー
マ

に
、
有
名
劇
団
を
指
導
す
る
専
門
家

を
講
師
に
招
き
、
サ
ン
コ
ア
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
開

催
期
間
中
は
文
字
通
リ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
一
色
と
な
り
ま
す
。

こ
の

「ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
」
に
筑
後
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
劇
団
が
出
演
し
、
矢
部
川
を
テ
ー

マ
に
地
元
の
歴
史
や
文
化
を
織
り
交

ぜ
た
和
風
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
演
じ
ま

す
。
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
は
、

平
成
１４
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た

「市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
」
受
講
生
を

中
心
に
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
開
講

し
て
い
る

「こ
ど
も
の
た
め
の
え
ん

げ
き
ひ
ろ
ば
」
受
講
生
や
九
州
大
谷

短
大
の
学
生
な
ど
、
１
０
０
人
を
超

え
る
地
元
出
身
者
で
構
成
し
た
劇
団

で
、
７
歳
か
ら
６６
歳
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
人
た
ち
が
、
公
演
に
向
け
日

夜
け
い
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

・３
日
ω
に
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
が
演
じ
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
矢

部
川
の
治
水
を
巡
る
久
留
米
藩
と
柳

川
藩
の
対
立
や
人
間
模
様
を
描
い
た

「彼
方
へ
、
流
れ
の
彼
方

へ
」。
『千

間
土
居
』
（滝
口
康
彦
著
）
を
原
作

と
し
、
九
州
大
谷
短
大
の
竹
内

一

郎
さ
ん
が
脚
本
を
書
い
た
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
和
風
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
脚
本
の
お
も
し

ろ
さ
を
最
大
限
に
引
き
出
す
舞
台
演

出
を
、
同
短
大
の
齋
藤
豊
治
さ
ん
が

手
が
け
て
い
ま
す
。

矢
部

川

が
舞

台

の

和

風

ミ

ュ
ー
‐ジ
カ

ル

「今
ま
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
な

か
っ
た
、
筑
後
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
つ
く
る
こ
と
」
を
演
出
の
柱
に
し

た
今
回
の
舞
台
の
見
所
の
一
つ
は
、

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
表
現
す
る
舞
台

セ
ッ
ト
。
舞
台
の
左
右
に
高
台
を
組

み
、
中
央
を
矢
部
川
、
右
側
を
柳
川

藩
、
左
側
を
久
留
米
藩
の
堤
防
に
み

た
て
、
治
水
政
策
が
対
照
的
な
両
藩

を
イ
メ
ー
ジ
。
ま
た
、
観
客
に
役
者

た
ち
の
迫
力
あ
る
演
技
を
見
せ
る
た

柳川藩・田尻藤蔵役
太田 賢二さん
(久留米市、26歳)

100人 を超える出浸者の頂点ともい
える役をいただいたので、大きなプレッ

シヤーがかかりますね。この舞台に立つ

までは、久留米市のアマチュア劇団で活

動 していましたが、生バン ドの演奏や

1,000人を超える大蟄の観客の前で浸 じるのは生ま
れて初めての経験で、おそらく人生で一番大きな舞台

じゃないかなと思しヽます。僕の演じる藤蔵は、藩とい

う大きな壁を乗り越えようとして苦しみ、そ して乗り

越える力を持っている人だと思います。僕は、藤蔵の

ようにすべてを捨てる覚悟なんて持つていないし、正

反対の性格じゃないかなと思います。時代劇なので難

しい言葉づかいが多く、うまくセリフが話せるように

がんばっています。見どころはたくさんありますが、

大勢で演 じる群集の動きを、ぜひ見てほしいですね。

広報ちくご 平成16年 11月号(6)ぬ
饉疑



特集罐 まもなく開演「とびうめ国文祭」

父留米藩 。三枝右近役
左村 武嗣さん
(久留米市、24歳 )

いっしょに活動 しているアマチ

ュア劇団員から誘われ、サザンク

スの大ホールで演 じられるなんて

なかなかないと思い、ε固応募 し

父留米藩 。しのぶ役
前原 寿代さん

(久留米市、31歳〉

高い悲劇性を持ち、藩と恋との

間で揺れ動 く繊細でおくゆか しい

日本女性を演 じることになり、日

ごろあまり悩まない性格の私としB盛 ヽ

ました。僕が浸 じる右近は、父と兄が殺され孤独に

生きる武士の役です。しかし心を閲ざ して生きる右

近は、敵対する柳川藩土・藤蔵との出会いによって、

次第にそれまでの価値観が壊されていきます。敵対

から信頼へと変イヒする、右近の心の動きが演じられ

ればいいかなと思っています。ミュージカルの舞台

に立つのは初めてなので、声の出し方や歌い方など、

これまで昧わつたことがないような体験ができてと

ても勉強になつています。物語はス トレー トな人情

ものなので、きつと皆さんに喜んでもらえると思い

ます。ぜひ見に来てください。

▲中央を矢部川、右側を柳川藩、左側を久留米藩にみたてた舞台セット。広い舞台をいつ

ばいに使つた舞台演出と、舞台前方で生演奏される音楽が、スケールの大きい舞台を31

き立てます

▲柳川藩の武士・藤蔵 (右)は、矢部川の
'E濫

で

苦しむ久留米藩の民衆のため、藩の秘密を久留米

藩の醜士・右近に手渡します。その秘密とは・・・

ては、自分を出さずに演じることが難 しいですね。

中学のころは合唱部、高校から九州大谷短大までは

演劇を学び、そ して現在もアマチュア劇団で活動し

ていますので、ソロで歌うシーンなどがあるこのミ

ュージカルは、これまで自分がや つてきたことの集

大成のようなものです。大乳丸の観客の前で演じるの

はこれからの人生でもそうないと思うので、楽しみ

でもあり恐ろしくもありますが、さまざまな年代の

人たちが一体となつて演じる努台をぜひ見に来てほ

しいですね。そして、自分たちのふるさとの歴史に

興味を持ち、語りにしてもらえればと思います。

め
前
方
に
舞
台
を
大
き
く
張
り
出
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
舞
台
の
奥
を
９０
ォ
ン

か

い
ち

ょ
う
ば

高
く
し
た

「開
帳
場
」
と
呼
ば
れ
る

セ
ッ
ト
を
組
む
こ
と
で
、
遠
近
感
や

矢
部
川
の
流
れ
な
ど
も
表
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
舞
台
の
要
所
に
竹

を
使
っ
た
小
道
具
を
配
置
し
た
り
、

布
を
使
っ
て
荒
れ
狂
う
矢
部
川
を
表

現
し
た
り
す
る
な
ど
、
サ
ザ
ン
ク
ス

筑
後
の
広
い
舞
台
を
い
っ
ぱ
い
に
使

い
、
物
語
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

物
語
の
進
行
を
彩
る
音
楽
と
、
華

麗
な
ダ
ン
ス
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ

で
す
。
作
曲
を
同
短
大
の
上
田
聖
子

さ
ん
、
振
付
を
八
女
高
校
の
橋
本
真

理
子
さ
ん
が
手
が
け
る
今
回
の
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
物
語
の
全
編
に

わ
た
リ
ピ
ア
ノ
や
チ
ェ
ロ
、　
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
二
胡
と
い

っ
た
楽
器
で
生
演
奏
さ
れ
、
そ
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
大
勢
の
役
者
た
ち
が

華
麗
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
・く
れ
ま

す
。
ま
た
き
ら
び
や
か
な
舞
台
衣
装

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ

た
着
物
を
デ
ザ
イ
ン
し
直
し
た
も
の

で
、
和
風
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
ぴ
っ
た

り
の
演
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ

ェ
ス
テ

イ

パ

ル
前

夜

に
旗
揚
げ
公
演

約
２
年
半
の
制
作
期
間
を
か
け

て
、
地
元
の
風
土
や
歴
史

・
文
化
の

魅
力
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
た

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「彼
方
へ
、
流

れ
の
彼
方

へ
」。
１
０
０
人
を
超
え

る
出
演
者
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え

て
い
る
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

が
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
舞
台
セ
ッ
ト
や
衣
装
の
製
作
、

公
演
当
日
の
会
場
運
営
な
ど
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
今
回
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
は
、
市
で
初
め
て
の
試
み

と
な
る
も
の
で
、
文
字
通
り

「市
民

が
つ
く
る
市
民
の
舞
台
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
み
た
こ
と
が
な
い
人
は
も
ち
ろ

ん
、
何
度
も
見
た
と
い
う
人
で
も
き

っ
と
満
足
で
き
る
仕
上
が
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
び
、

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
舞
台
を
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
１．
月
１３
日
ω
の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
公
演
は
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
１２
日
⑥
午
後
６
時
半
か

ら
上
演
す
る
旗
揚
げ
公
演

（プ
レ
ビ

ュ
ー
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
整

理
券
は
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
配
布
し

て
い
ま
す

Jヽ

‐′

渇導疑
(7)広幸限ちくご 平成 16年 11月号
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入目の申込みは年度ごとに

平成 17年度

市
で
は
、
平
成
１７
年
度

（平
成
１７

年
４
月
か
ら
平
成
１８
年
３
月
ま
で
）

の
保
育
園

（ま
た
は
保
育
所
）
の
入

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
園
の
申
込
み
は
年
度
ご
と
に
必

要
で
す
の
で
、
新
し
く
入
園
を
希
望

す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
引
き

続
き
子
ど
も
の
入
園
を
希
望
す
る
人

も
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

日
い
の
午
前
８
時
半
～
午
後
７
時
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（盆
◎
８
５

７
４
）
ヘ

※
こ
の
日
程
で
都
合
が
悪
い
人
は
来

年
１
月
１３
日
内
～
３．
日
①
の
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時

（土
。
日
曜
日
を

除
く
）
に
市
福
祉
事
務
所
で
随
時
受

け
付
け
ま
す

日
保
育
国
情
報

各
保
育
園
の
情
報

（保
育
園
だ
よ

り
や
給
食
献
立
表
な
ど
）
は
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
係
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
ほ
か
、
保
育
内
容
や

年
間
行
事
な
ど
は
側
こ
ど
も
未
来
財

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ど電どど∂
く
十
″
Ｂ
ｏ

α
ω
付ｏ
・Ｄ
①
付）
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
日
問
合
せ

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（盆
〇

４
１
１
１
内
線
２
２
５
）
ヘ

団
対
象
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
理

由
で
、
家
庭
で
の
保
育
が
難
し
い
乳

幼
児
日
申
込
み

０
引
き
続
き
入
国
を
希
望
す
る
場
合

市
内
の
各
保
育
園
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
き
、
１２
月
１．
日
ω

ま
で
に
通
っ
て
い
る
保
育
園
ヘ

０
初
め
て
入
園
を
希
望
す
る
場
合

市
内
の
各
保
育
園
、
ま
た
は
福
祉

事
務
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
来
年
１
月
１．
日
卿
、
１２

保
育
一
般

す

市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
保
育
園
で

は
、
入
園
前
の
子
ど
も
た
ち
に
、
保

育
園
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
次

の
日
程
で
施
設
を
開
放
し
ま
す
。
親

子
い
っ
し
ょ
に
、
保
育
園
へ
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
。

【と
き
】
１．
月
１５
日
①
～
１９
日
①
の

午
前
１０
時
～
１１
時

【申
込
み
・
問
合
せ
】
開
放
日
前
日

ま
で
に
、
各
保
育
園
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

絣
の
里
巡
り
実
行
委
員
給
吹
緒
方
早
雪
委
員
長
）
で
は
、
市
の
代
表
的

な
伝
統
工
芸
品

「久
留
米
絣
」
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と

「第

１０
回
絣
の
里
巡
り
ｉ
ｎ
筑
後
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
市
内
の
絣
工
房
が
一
般
公
開
さ
れ
、
各
工
房
で
つ
く
ら

れ
た
反
物
や
洋
服
、
小
物
な
ど
が
展
示
・
販
売
さ
れ
る
と
と
も
に
、
藍
染

や
手
織
り
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。
ま
た
絣
工
房
周
辺
で
は
、
綿
入
り
は

ん
て
ん
、
手
工
芸
品
、
農
産
物
な
ど
の
地
場
産
品
が
、
産
地
な
ら
で
は
の

価
格
で
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
分
で

「絣
の
里
巡
り
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
伝
統
の
技
が
織
り
な
す
絣
の
魅
力
に
触
れ
、
晩
秋
の
筑
後
路
を
散
策

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
日
間
と
も
、
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
と
各
工
房
周
辺
を
、
無
料
巡
回
フ
ゴ

ン
車
が
運
行
し
ま
す
。
ま
た

「絣
の
里
巡
り
本
部
」
に
は
、
無
料
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
自
転
車
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【と
き
】
１．
月
２。
日
ω
、
２．
日
⑪
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後

５
時
【と
こ
ろ
】
高
江
、
久
富
、
西
牟
田
地
区
の
絣
工
房
と
そ
の
周
辺

※
詳
し
い
案
内
図
は
、
絣
工
房
や
市
商
工
観
光
課
、
市
観
光
案
内
所

（Ｊ

Ｒ
羽
犬
塚
駅
内
）
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す

【問
合
せ
】
同
実
行
委
員
会
事
務
局

（商
工
観
光
課
内
谷
◎
４
１
１
１
内

線
２
１
１
）
ヘ

り
な

伝
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交通事故などで

保険証を使うときは市へ届出を
0000Θ●9

国民健康探険に加入 している人や、老人医療証 をも

っている人が、交通事故やけんかなどでけがをし、医

療機関で治療する際に保険証を使 うときは、す ぐに被

録険者 (世帯主)が市へ届 け出なければな りません。
交通事故やけんかなど、第二者が原因で診療 を受け

る場合、通常の病気やけが と違い、本来ならば加害者

が負担することになりますが、何 らかの理由で賠償が

遅れ、加害者の負担で治療が受けられない ときは、市

へ届け出ることで保険証 を使 うことがで きます。その

場合、かかった医療費を国民健康保険・老人保険が一

時的に立て替えていることにな りますので、後 日加害

者へ請求することにな ります。 しかし、市への届出が

ない と、加害者への請求ができずに、医療費の支払い

ができな くなって しまいます。早めの届出は、力Π害者

への確実な請求につなが ります。交通事故 などで保険

証 を使 うときは、できるだけ早 く届け出て ください。

圃必要な手続き

①市民課国民健康イ呆険係で、第二者行為が原因で医療

機 関 にかかった ことを届 け出る

②第二者行為傷病届などの書類の提出 (届 出時に手渡

します)

③交通事故証明書 (交通事故のナ易ヽ合)の提出
日間含せ

市民課国民健康保険係 (金 53-4112)ヘ
※保険証を使わずに診療を受ける場合は、届け出る丞

要はありません

あなたの善意、届けます

救援金のお願い
市では、 10月 23日 に発生 し、多数の死傷者 を出 し

た 「新潟県中越地震」の被災者

を救済 しようと、 10月 25日 か

ら次の場所で救援金 を受 け付 け

てい ます。大地震 によって被害

を受 けた人 たちのために、皆様

のご協力をお願い します。

日救援全箱設置場所

0市役所本庁舎 1階ロビー
0市立病院 1階ロビー
日間含せ

まちづくり課市民まちづくり

イ系 (て】53-4111内線 156)ヘ

※ 50音順。定員は平成 16年度の人数です

④O③

⑤Э(ソ
試験場南□
④O③

免許試験場

④O⑥

∞

六所自前

④O③

(OO③

山ノ井

ゝ
臨

|

ＮＡｎ）
　　⑮点溺信号

窓ケ原公園●

池のぼ 八貼校●

覇

H

羽
犬

塚
駅
前

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線筑後商工会議所

●

④O③

長幡

サザンクス筑後
●

100③

和泉

」
R

rOO③

冨久
υ

あさひ保育国
(定員45人 )

楠の実保育園
(定員90人 )

幸輪保育国
(定員 150人 )

桜保育所
(定員90人 )

宗岳寺保育園
(定員90人 )

筑後二川保育国
(定員90人 )

筑後保育所
(定員90人 )

輝保育園
(定員60人 )

船小屋保育園
(定員 120人 )

古川保育園
(定員60人 )

松原保育国
(定員 120人 )

水田幼児国
(定員 150人 )

椋の実保育園
(定員60人 )

不日泉 102
な53-7733

西牟田3463-1
な53-7211

徳久88
金53-0175

蔵姿文500-8
a52-5093

長浜2427
合53-5406

西牟田6052-6
a52-3082

尾島789
金52-7133

溝口1231

羽犬塚521
a52-8855

昌重355-2
金53-6301

全52-4308

貪長里予772
合53-7583

水田64-4
全53-2619

馬間田767-1
80944-63-6466

保育国 (所 )名 問合せ

総合案内

賞自転車

本部
(案内所)

励聾疑
(9)広報ちくご 平成16年 11月号



50年の歩みを懐かしい写真で る

City lnfomaation

潮制硼周筆詭 謎

卿

市
で
は
、
市
制
５。
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
２９
年
４
月
１

日
に
筑
後
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
市
制

５。
周
年
記
念
誌

『筑
後
市
歴
史
館
』

を
発
刊
し
ま
し
た
。

記
念
誌
は
、
全
２５
ぺ
‐
ジ
の
Ａ
４

版
で
、
市
が
誕
生
し
た
昭
和
２９
年
か

ら
５
年
ご
と
に
区
切
り
、
そ
の
時
期

に
起
き
た
出
来
事
な
ど
を
懐
か
し
い

写
真
と
と
も
に
振
り
返
る
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
代
市
長
や

市
議
会
議
長
の
写
真
や
、
当
時
の
出

来
事
に
か
か
わ
っ
た
９
人
の
興
味
深

い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
古
代
か
ら

現
代
ま
で
の
歴
史
年
表
、
主
要
な
文

化
財
な
ど
を
掲
載
し
、
楽
し
み
な
が

ら
５０
年
間
の
市
の
歩
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
記
念
誌
に

は
、
子
ど
も
向
け
に
市
の
歴
史
を
紹

介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「ち
く
ご
む

か
し
む
か
し
」
も
付
い
て
い
ま
す
。

『筑
後
市
歴
史
館
』
は
、
市
ま
ち

づ
く
り
課
で
無
料
配
布
す
る
と
と
も

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ｒ
ｄ
導
ギ

宅ョ
ａ
Ｆ
ｏｇ
ｇ
皓
き
Ｊ
ｏ
Ｊ
を
）や
、

中
央
公
民
館
図
書
室
、
郷
土
資
料

館
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記

念
誌
の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は

「筑

後
市
歴
史
館
郵
送
希
望
」
と
明
記

し
、
３
９
０
円
分
の
切
手

（郵
送
料
）

を
添
え
て
市
ま
ち
づ
く
り
課
広
報
統

計
係
ヘ

団
申
込
み
・
問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
課
広
報
統
計
係

（〒

８３
１
８
６
０
１

〈住
所
不
要
〉
谷
◎

４
１
１
１
内
線
１
５
１
）
ヘ

※
記
念
誌
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
人
１
冊
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

＞
昭
和
３９
年
に
国
鉄
が
複
線
化
さ
れ
た
と
き

の
写
真

シ
リ
‐
ズ
。い
ま
人
権
・同
利
教
育
は
⑭

今
月
も
市
内
の
小
。
中
学
生
が
人
権
を
テ
ー
マ
に
書
い
た
作
文
集

『生

き
る
』
か
ら
、
次
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

差
別
に
つ
い
て

冨
安

美
帆
さ
ん
統
後
↓

私
は
、
歴
史

の
勉
強
を
し
た
中

で
、　
一
番
心

に
残

っ
た
事

は
、
部
落
差

別

で
す
。
歴
史

の
勉
強

以
外

で
も
、
道
徳

の
時
間
な
ど
で
よ
く
人
権

に

つ

い
て
学
び
ま
す
。

そ
の
度

に
私

は
、
差
別
を
受
け
た
人
達
が
か
わ

い
そ
う

に
思
え
ま
す
。

ず

っ
と
昔

か
ら
、
偶
然

に
そ

の
部
落

に
生
ま
れ
た
人
達

が
、
何

の
意
味

も
な
く
差
別

さ
れ
、
周
り

の
人
達

と
同

じ
様

に
学
校

に
も
行

け
な
く

て
、

そ

の
ま
ま
大
人
に
な

っ
て
職
業

に
も

つ
け
な

い
、
と

て
も
辛

か

っ
た
だ

ろ

う
と
思

い
ま
す
。

そ

こ
で
、
差
別
を
受
け

て
き
た
人
達

は
、
今
ま

で
何
回

も
差
別
を
な
く
す
運
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
な

の
に
、
今

で
も
ど

こ

か
で
、

い
じ
め
や
差
別
が
た
く
さ
ん
起

こ

っ
て
い
る
事
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。な

ぜ
、
差
別
が
起

こ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
し

ょ
う
か
。
誰
か
を
犠
牲

に
し
な

い
と
人
は
生
き
ら
れ
な

い
も

の
な

の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
そ
ん

な
事

は
絶
対
な

い
と
思

い
ま
す
。
も
し
、

そ
う
だ
と
し
た
ら
、
差
別
を
受

け
た
人
達

は
、
差
別
を
な
く
す
運
動

な
ど
は
で
き
な
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

差
別
を
受
け
て
き
た
人
達

が
強
く
生
き
て
こ
れ
た
理
由

に

つ
い
て
、
私

は
差
別
を
受
け
る
人
達

に
も
仲
間

が

い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。　
一
人
だ

っ
た
ら
と

て
も
生
き
れ
な

い
。
仲
間

が

い
た
か
ら
団
結

し
て
運
動
を
す
る

事

が
で
き
た

の
だ
と
思

い
ま
す
。

今
、
誰
か
が
い
じ
め
や
差
別
を
し
て
い
ち
・を
げ
、
本
当
に
や
め
て
ほ
し

い
で
す
。差
別
を
受
け
る
人
達
が
運
動
を
し
て
お
「
も
変
わ
ら
な
い
な
ら
、

す
る
人
達
が
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
が
ら
な
嗚
■
ぼ
ド
ま
す
〓
い
じ
め
や
差

別
の
原
因
は
、
い
つ
で
も
す
る
泳
撻
つ
坊
に
あ
泌
上
侭
い
ま
す
。
●

ま
ず
、
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
変
え
て
ｒ
‐‐
そ
し
て
学
年
か
ら
、
学
校
全
体
、
町
、

県
、
国
と
、
ど
ん
ど
ん
広
ザ
て輪
”
ば一
一
．字か
瑳
馴
琵
曖
サ．努
吹
が
∵

劇 ちくご 勅 16年 相 月号
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＞
山
本
華
世
さ
ん

City lnfo111lation

市教育委員会 と市青少年育成市民会議で

は、市制 50周年記念事業の一つ として 「青

少年健全育成のための意見発表会」を開 き

ます。発表会では、テレビなどでお馴染み

のキャスター・ 山本幸世さんをコーディネ

ーターに迎え、市内の中学・高校生が「こ

うしヽ う大人 にな りたい、 こうしヽ う大人 にな
りた くない」をテーマに本音 を語 る「公開

討論 。しゃべ り場」のほか、市内小学生が

自作の詩 を朗読 します。子 どもたちの視線

を通 して語 られる理想の大人像 に耳を傾 け

てみませんか。

【とき】11月 21日 l日)13:30～
【ところ】サンコア3階軽運動室

【内容】 >1部 =小学生による詩の朗読 >
2部=中高生フォーラム「しゃべり場」
【入場料】無料

【間合せ】社会教育課社会教育係 (金 53-
41■ 内線 431)ヘ

※事前申込みはいりません

利用者とり
盤
ｆ
齢
ぶ
市
制
５０
周
年
記
念
事
業

青
少
年
健
全
育
成
の
た
り
の

お

まごころ介護相談員募集

旬

4

市では「まごころ介護相談員」を募集 します。

「まごころ介護相談員」は、介護保険サービスを利用 してい

る市内の施設入所者や通所者、またその家族などのさまざま

な不安や疑間、悩みなどについて相談にのったり、ア ドバイ

スした りすることを主な仕事 としています。あなたも介護保

険不U用者 と市をつなぐ心の架け橋になってみませんか。

【募集人数】 1人

【対象】市内に住んでいて、福祉事業に関心がある人。資格な

どは必要ありません

【報酬】月額 3万円

【任期】12月 1日い (予定)か ら2年間
【内容】月に 3回の訪問相談 と、月に 1回の会議

【申込み・問合せ】市販の履歴書に必要事項を書き「高齢者 と私」

をテーマにした作文 (400字詰め原稿用紙 2枚程度)を添え
て、■ 月 12日 lttlま で (消

印有効)に健康づ くり課
高齢者支援係 (〒 833-
8601(イ主所不要〉金 53-
4115)ヘ

※応募 多数 の ときは作文

で選考 します

″

〕

人
も

い
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

い
じ
め
を
す

る
必
要
が
な

い
事
を
、　
一
人

で
も
強
く
思

っ
て
く
れ
る
人

が
増

え
る
な
ら
、
私

は
と

て
も
嬉

し

い
で
す
。

市
で
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
専
門
相
談
員
に
よ
る

「労
働
相
談
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
や
女
性
労
働
問
題
、
職
場
環
境
な
ど
、
労
働

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
市
民
課
市
民
相
談
・
年
金
係
へ
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

団
相
談
例
１

Ｑ
Ｌ
私
は
１
年
ほ
ど
前
か
ら
、
パ
ー
ト
で
週
に
３
日
、
ス
ー
バ
ー
の
レ
ジ

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
◆
度
、
私
用
で
ど
う
し
て
も
休
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
店
長
に
年
体
を
申
し
出
た
ん
で
す
が

「パ
ー
ト
に

年
体
は
な
い
！
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
。
正
社
員
で
な
け
れ
ば
年
体
は
と
れ

な
い
の
で
し
よ
う
か
？

Ａ
．
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
年
次
有
給
休
暇
は
あ
り
ま
す
。
６
カ
月

間
継
続
し
て
勤
務
し
、
全
労
働
日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者
に
対
し

て
、
法
律
で
有
給
体
暇
を
与
え
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

園
相
談
例
２

Ｑ
．
私
は
、
あ
る
中
い
企
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
の
退
職
金

制
度
を
支
援
す
る
国
の
制
度
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
？

Ａ
．
国
は
、
企
業
の
実
態
に
あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
も
つ
こ
と
が

で
き
る

「中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
す
る
と
、
か
け
金
の
一
部
が
国
に
よ
っ
て
助
成
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
積
み
立
て
た
か
け
金
は
必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。
ま
た
退
職
金
は
、
従
業
員
の
口
座
に
直
接
振
り
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
安
全
で
確
実
な
制
度
と
し
て
全
国
で
多
く
の
企
業
が
加
入
し
て

い
ま
す
。

日
相
談
・
間
含
せ

市
民
課
市
民
相
談
・
年
金
係

（金
⑩
４
１
１
１
内
線
１
３
５
）
ヘ

ヨ

日

日

島導駐
(11)広幸Fち くご 平成 16年 11月号



散 歩 道
みなさんのページ
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てO角
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ヽ

近藤三喜さん (11歳＼鶴園)  本村花苗さん (11歳、鶴田)  樋回彰さん(13歳、大和 )

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
休
ん
で
　
足
痛
め
し
み
じ
み
碁
つ
健
康
に

過
ご
せ
る
日
々
の
あ
り
が
た
き
こ
と

田
中
槃
子
さ
ん

（熊
野
、
３３
歳
）

二
十
曰
く
ら
い
前
か
ら
急
に
ひ
ざ
が

痛
く
な
り
曲
が
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
病
院
で
診
て
も
ら

つ
た
と
こ

ろ
、
関
節
美
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
絶

対
に
ひ
ざ
を
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
て
、

い
す
に
座

っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
と
い

わ
れ
た
た
め
、
大
き
な
シ
ョ
ツ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
そ
れ
で
仕
方
な
く
、
こ
れ

ま
で
休
む
こ
と
な
く
通

っ
て
い
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
三
度
欠
席
し
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
軽
い
体
操
を
し
た

り
、
指
先
を
動
か
す
訓
練
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
折
り
紙
を
折

っ
た
り
、
絵
を
か

い
た
り
、
ま
た
、
言
話
の
紙
芝
居
を
見

た
り
、
お
い
し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
な

が
ら
皆
と
楽
し
く
語
り
合

っ
た
り
と
、

帰
る
時
間
が
早
す
ぎ
る
く
ら
い
楽
し
い

一
日
な
の
に
…
。
休
ん
だ
日
の
む
な
し

さ
。
情
け
な
さ
。

病
院
の
先
生
か
ら
は
、
あ
ま
り
体
を

大
事
に
し
過
ぎ
る
と
足
が
動
か
な
い
よ

う
に
な
る
か
ら
適
度
に
散
歩
す
る
な
ど
、

無
理
を
し
な
い
よ
う
に
歩
き
な
さ
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ひ
ざ

の
状
態
を
自
分
で
考
え
な
が
ら
養
生
し
、

早
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
で
き
る
よ

「
は

ね

っ
こ

の
会

」
に
参

加

し

ま

せ

ん

か

筑
後
市
障
害
者
協
議
会

（通
称

・
は

ね

っ
こ
の
会
）
は
、
障
害
が
あ
る
人
た

ち
の
地
域
生
活
や
就
労
の
支
援
を
活
勒

の
柱
と
し
て
い
る
会
で
、
市
内
や
周
辺

地
区
の
障
害
者
施
設
、
障
害
者
団
体
、

趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
会
員
な
ど
が
参

加
し
て
渚
動
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
は
特
別
な
人
で
は
な
く
、
障

害
が
あ

っ
て
も
地
既
の
中
で
働
け
る
こ

と
を
多
く
の
人
に
分
か

っ
て
も
ら
お
う

と
、

「は
ね

っ
こ
の
会
」
で
は

Ю
月
か

ら
窓
ケ
原
体
育
館
の
管
理
業
務
を
請
け

負

っ
て
い
ま
す
。
管
理
業
務
と
し
て
は
、

体
育
館
の
施
鑓
、
清
掃
、
利
用
予
約
の

受
付
、
電
気
使
用
料
の
徴
収
な
ど
で
す
。

１０
月
１４
日
の
年
前
中
に
管
理
業
務
を

し
た
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
筑
陽
会
赤

坂
園
に
入
所
し
て
い
る
富
部
孝
き
さ
ん

（写
真
右
側
）
と
木
下
勝
彦
さ
ん

（写

真
左
側
）
で
す
。
今
回
で
３
回
目
の
勤

務
と
な
る
宮
部
さ
ん
は

「利
用
者
の
皆

さ
ん
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
、
し

っ
か
り
し

た
管
理
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「は
ね

っ
こ
の
会
」
で
は
、
窓
ケ
原

体
育
館
の
管
理
業
務
を
き

っ
か
け
に
障

害
者
の
渚
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
地
域
生
活
や
就
労
を
前
向

き
に
考
え
て
い
る
障
害
者
、
支
援
者
と

し
て
会
の
渚
動
に
参
加
で
き
る
団
体
や

個
人
な
ど
、
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
皆

さ
ん
の
歪
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（連
絡
先
〕
筑
後
市
障
害
者
協
議
会
会

長

・
橋
本
み
き
え

（
〒
８３３

ｔ
Ｏ
０
５
５

筑
後
市
大
字
熊
野
３
２
フ

‐
９
２
金
〇

５
０
「
６
）
ヘ

,   1'

ユ農

'

GGO搬稿募集中○○○
エツセイやイラストなどあなたの作品を募
集しています。掲動された人には図書券 (500
円分)を送ります。
※グループの紹介や会員募集なども受け付け
ています

【応募方法】>エ ッセイなど i400字程度にま
とめ、題名を付けてくださいレイラスト:は

がきかはがき大の無地の紙に濃い色のベンや
鉛筆で書いてください >会員募集など :グル
ープの活動状況と募集内容を書いてください
※ベンネーム (5字程度まで)でも受け付けま
すが魅ず住所・氏名・年齢・電話番号を書い
てください。未発表

のものに限ります

【あて先】筑後市まち
づくり課 「散歩道」

係 (〒 833-8601(住
所不要〉53-4111
内線 152E図 52-59
28日邸7mmachidukuri

@chy,chikugo,Ig.jp)
ヘ

脚ちくご朝 6年 11月号1121ぬ鍵盈



く 努文勺＼ム…９

ｏ

Qユ

儘
υ

ｌ

ｔ
k

Qq Dq

ぷ l■ よ使っ`_

虎 7
こうちゃさん (13歳、西牟田町)  江崎翠さん(11歳、下妻 )

∪れるす為心∪
きらさん (12歳、鶴田)

わんちやんさん(13歳、赤坂)

ぐ

ジーコさん (13歳、赤坂 )

エ

りすさん (10歳、新溝)   藤原智沙都さん (13歳、赤坂)

/
仁

パラダイスさん (12歳、赤坂 )

と

翁

り
う搾〉

ど
―

市
長
へ
の
手
紙

意(E

劾

躯 チ)ユウラ/

三浦虎太郎さん(5歳、熊里予)

こ
の

コ
ー
ナ
ー

で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た

「市
長

へ
の
手
紙
」

の

一

部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
保
育
園

で
は
延
長
保
育

に
よ
り
年
後

７
時
ま

で
預
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
小
学
校
の
学
重

保
育
は
午
後
６
時
ま
で
で
す
。
時
間
を

延
長
で
き
な
い
で
し
よ
う
か

（
２。
歳
代
、
女
性
）

駆
悶
騨
斯

。 内
ゆ
斧
癬

・ 保
時
勅

・ ，ま
す
［

。 犬

水
洗

・
古
川

。
西
牟
田
小
校
区
の
７
校

区
で
行

っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
各
学
童

保
育
所
の
運
営
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の

保
護
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
運
営
委
員

会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

運
営
委
員
会
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ

て
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
独
自
に
運
営

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
学
童
保
育
所

と
も
午
後
６
時
ま
で
の
開
館
に
な

っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
委
員

会
の
中
で
時
間
延
長
の
協
議
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
筑
後

小
校
区
は
、
児
童
館
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
に
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、

保
護
者
会
に
も
運
営
に
関
わ

っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
会
の
中
で

の
協
議
を
お
願

い
し
ま
す
。
各
学
童
保

育
所
と
も
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
間
延
長
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
れ
ば
、

市
と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
の
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
所
な
ど
で
対
応
で

き
な

い
時
間
帯
に

つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用

も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（間
含
せ
〕
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
金
０
４
１
１
１
内
線
２
２
５
）

ヘ

※
紙
面
の
都
合
で
、
質
問
内
容
を
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

(

RIY☆さん(12歳、赤坂)

五
つ

野田明日香さん(8歳、常田)

て
'4｀X

β
」
。
ｏ
ド

ぬ導盈 御 9広報ちくご 朝 6徊 1月 号



サザンクス筑後・ローソンチケット・チケットぴあ・サンリブ筑後店・久留米井筒屋
アオキ楽器(八女市)・城島町総合文化センター・ローソン・ファミリーマート・セブンイレブン

ケげンクヌ霧

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942-54-1200
FAX0942-54-1205

筑
後
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
い
よ
い
よ
本

番
を
迎
え
ま
す
。
２
年
半
に
わ
た
る
練
習
の

成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
き
が
、
い
よ
い
よ

や
っ
て
き
ま
し
た
。
出
演
者
、
ス
タ
ツ
フ
は

み
な
、
本
番
に
向
け
て
ま
す
ま
す
や
る
気
が

増
し
て
き
て
い
ま
す
。

筑
後
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
国
民
文
化

○
原
作
＝
滝
口
康
彦

「千
間
土
居
」
よ
り

Ｏ
脚
本
＝
竹
内

一
郎

（九
州
大
谷
短
大
講
師
）

○
演
出
＝
齋
藤
豊
治

（同
大
教
授
）

○
作
曲
＝
上
田
聖
子

（同
大
講
師
）

○
作
詞
＝
齋
藤
豊
治

・
上
田
聖
子

○
振
付
＝
橋
本
真
理
子

（県
立
八
女
高
校
教
諭
）

○
出
演
＝
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
受
講
生
、
こ
ど
も

の
た
め
の
え
ん
げ
き
ひ
ろ
ば
受
講
生
、
九
州
大
谷
短
大

演
副
放
送
ヨ
ー
ス
第
２６
期
生
、
八
女
高
校
ダ
ン
ス
部
ほ

か
、
総
勢
約
２０
人

○
舞
台
制
作
＝
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｃ

（サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
サ
ブ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
・ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
）
、
第
７
期
サ
ブ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
生

○
衣
装
材
料
提
供
＝
市
民
有
志

○
衣
装
製
作
＝
市
民
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

祭
公
演
前
日
に

「顔
揚
げ
公
演
」
を
行
い
ま

す
。
筑
後
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
デ
ビ

ュ
ー

と
な
る
公
演
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援

を
背
に
、
国
民
文
化
祭
に
臨
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
初
日
と
な
る
旗
揚
げ
公
演

に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
勲
い
声
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

《
旗
揚
げ
公
演
》

年
後
６
時
３。
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

入
場
無
料
（要
整
理
券
）

※
‐３
日
（土
）の
国
民
文
化
祭
て
の
公
演
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
満
席
の
見
込
み
と
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

※
当
日
は
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

（事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

本
番
ま
ぢ
か
！

市
民
の
手
に
よ
る
本
格
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

fヽ

劇ちくご朝 6年 11月号御つ潮
※内容は変更することがあります。料金はすべて税込み、当日¥500増



奇

奇

淳

う

)

〕

,

L峯 1回 I例田
出 盟 口

日程決定 !全国7ヶ所で行うアコーステイツクツアー

伊勢正三

“garden"Final tour
午後6時30分開演(午後 6時00分開場)
小ホール 全席指定¥5,000

EI掘ヨ1友の会12/11(上 )、 -8112/18(土 )

2005

26
(土 )

◆11月の休館日(1、 4、 8、 15、 22、 24、 29日 )

―
と _ゃヽ

ス
ペ
シ
ヤ
ル
ロク
イ
ン
テ
ツ
ト

自

厠

日

f

椎
名

由車

１
テ
ー
プ
ル
（３
席
分
）
￥
２
４
、
５
０
０

互
い
の
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
、

親
子
共
演
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ

羽
田
健
大
郎
＆
あ
や
こ

ふ
れ
あ
い
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

自

印

日

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
贈
る
、

と
っ
て
お
き
の
ジ
ャ
ス
ラ
イ
プ

ピ
ア
ノ
　
権
名
霊

ベ
ー
ス
　
佐
々
木
梯
〓

ド
ラ
ム
　
広
瀬
潤
次

サ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ム

ア
マ
ョ
ス
ト

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

ラ
イ
リ
ー
・
マ
リ
ン

午
後
６
時
３。
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
指
定

Ａ
席
￥
４
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｂ
席
￥
３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

お
食
事
タ
イ
ム

…
年
後
５
時
３。
分
か
ら

演
棗
開
始

…
年
後
６
時
３。
分
か
ら

大
ホ
ー
ル
（平
土
間
）

全
席
指
定
￥
３
、
５
０
０

盆
隔
皿
８

隔
年
で
開
催
し
て
い
る
恒
例
の
狂
言
会

汁肘“曇一Ｈ万
作
の
会

【山
目
】
蝸
牛
、
止
動
方
角

【出
演
】
野
村
万
作
、
野
村
萬
斎

野
村
万
之
介
、
石
田
幸
雄
　
ほ
か

午
後
６
時

３。
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
指
定

Ａ
　
席
￥
５
、
５
０
０

Ｂ
　
席
￥
４
、
５
０
０

学
生
席
￥
２
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

友
の
会
　
発
売
中

一
般
　
　
１１
／
６
（土
）か
ら
発
売

11月 の
催 し 物

はサザンクス筑後の主催事業です。

そのほかの催しについては、各主催者に

お問い合わせ ください。

日 0窪日 催 物 名 会  場 開 演 入場料 問い合わせ先

31オ励
とびうめ国文祭
全国太鼓の祭典

全館 10:00
入場

無料

回文祭実行
委員会
5卒1200

6 tD
筑後市制50周年
記念講演会

大ホール 14:30
市長公室
53‐4111

12名D
筑後市民ミユージカル
旗揚げ公演「彼方へ、
流れの彼方へ!

大ホール 18:30
要

整理券
サザンクス筑後
54-1200

13・ 14
tD (日 )

とぴうめ国文祭
ミュージカル
フェスティパル

全館

13日

①14:00

②18:00
14日

①13:00
②16:00

公演の
観劇は
要
整理券

回文祭実行
委員会
54-1200

181ttl

県域食生活改善推進
協議会第30回筑後
ブロック研修会

小ホール 13100
市健康増進係
53-4111

21(日 ) 発表会 小ホール 13:00
紫保の会
53-1555

251ttl
年金受給者
説明会

小ホール 13:30
久留米社会
保険事務所
33‐6191

26鼈渤 座長大会 小 ホール
013100
②18:00

S席¥6,50〔

劇帝Y5,00(
BttY4,0領

オフィスマイム

090-3328-6099

27tD～
12/5(日 )

第25回
筑後市美術展

大・イベント
ホーザレ
ギヤラリー

10:00
サザンクス筑後
54-1200

28(日 )
ハー トフル
コンサー ト

小ホール 15:00
牛島陽子

0943-23-3217

30しり
「かしこいくらし
の見直し」講座

小ホール 10:30
グリーンコープ

54‐0450

且

目

伝
説
の
フ
オ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
き
回
田
渡
、

つ
い
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
！

ン
ネ
マ
＆
コ
ン
サ
ー
ト

「タ
カ
ダ
ワ
タ
ル
的
」

ド
キ

ュ
メ

ン
ト
よ
り

も
生
々
し
く
、
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
よ
り
も
笑
劇
的
！

こ
の
映
画
は
、
異
色

の
フ

オ
ー
ク

シ
ン
ガ
ー
高

田

渡

の
歌
、
生
活
そ
の
も
の

を
そ
の
ま
ま

フ
ィ
ル
ム

に
残
し
た
作
品
で
す
。
監

督
は
、
２
０
０
１
年
、
ぴ

あ

フ
イ
ル
ム
フ

ェ
ス
テ

イ
バ
ル
で
グ
ラ

ン
プ
リ

に
輝

い
た
、
北
九
州
市
出

身
の
タ
ナ
ダ

ユ
キ
で
す
。

映
画
の
あ
と
に
は
、
高

田
渡
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
。

歌
と
酒
を

こ
よ
な
く
愛

す
る
高
田
渡
と
と
も
に
、

み
な
さ
ん
も
歌
と
酒
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

午
後
６
時
３。
分
開
演

（午
後
５
時
３０
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル
（平
土
間
）

全
席
指
定
￥
４
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

※
会
場
内
で
飲
食
物
を
販
売
し
ま
す

園
凹
四
Ｈ

友
の
会
　
１１
／
２。
（土
）

一　
般
　
１１
／
２７
（土
）

ぬ饉駈 (15)広報ちくご 朝 6年 11月 号

サザンクス筑後ホームヘージ http:〃wwwisathankusu― chikugo.or.jp/

゛



中

ヽ

く

２
度
目
の
出
場
で
昨
年
を
上
回
る

成
績
が
期
待
さ
れ
る
田
中
さ
ん
的

0り蝸叩
'fS

▲初体験の茶摘みに子どもたちは大喜び

自分で摘めば、
ひと味違う
○松原小児重が
秋冷茶摘み体験
10月 7日、松原小 4年生97人が、

気候が春に近いこの時期旬を迎える
「秋冷茶」の収穫を体験しました。

茶摘みは、地元でとれるおいしい茶

のことを知ってもらおうと、市やJA
ふくおか八女茶業部会筑後支部などが企画したもので、中村伸秀さん (欠塚)
の茶畑 (ヤマカイ、約20a)で行われました。子どもたちは、部会員などから
黄緑色をした新芽の摘み方を教わったあと、早速茶畑全体に広が ,1本ずつ丁
寧に摘み取っていました。子どもたちが摘んだ約40kgの茶葉は、製茶をしたあ

と届けられる予定で丸 茶摘み初体験だった大迫潤太さん (熊野)は 「自分で
摘んだお茶がどんな味か、早く飲んでみたい」と、日を輝かせていました。

歴史の踏み跡をたどる

○真本和泉・維新の道を
歩こう

久留米水天宮から市内の山本戸巴寓ま

で (約 15km)を 歩 く「真本和泉・
維新の道を歩こう」が、10月 10日 に

ありました。今年は、貴果痛貿等棟

臣の没後 140年 目にあたるため、市 ▲ゴ―ルしたあと、山樋高で開かれた茶会で
息をつく参加者の皆さん

などでつくる実行委員会が企画した

ものく 当日は小雨が断続的に降るあいにくの天気でしたが、京都府からの参

加者を含む95人が参加。久留米藩の藩政改革を唱えて謹慎させられた、真本和

泉の心境に思いをはせながら歩きました。また、ゴール会場の山樋筒では、江

戸千家の皆さんによる茶会や、筑後郷土史研究会・近本喜績会長の講話などが

行われ、参加者たちは遠歩の疲れをいやしながら、激動の時代を歩んだ真木和

泉の話に耳を傾けていました。

六舞合で事の実現を
○田中―輝さんが
ジュニア五輸出場
10月 29日 ～31日 に横浜国際総

合競技場で開かれた「第35回 ジ

ュエアオリンピック陸上競技大会」

男子110mハ ードル種目に出場した、

羽犬塚中 2年 。田中一輝さん (徳

久)が 10月 11日 、出場報告のた
めに市役所を訪れました。全国か

ら16歳未満の陸上選手が集 まる

この大会は、県単位で開かれる選

考会で標準記録を突破するか、各

種目の優勝者が出場できるもので、

田中さんは 2年連続 2回 目の出場
となりました。

大会によって高さが微妙に変わ

るため、事前の調整が難しいと言

われるハードル種目。昨年は、県

の選考会で足首を痛めて「思うよ

うに走れなかった」と悔しさを表

す田中さんですが、万全のコンデ

ィションで臨む今大会は「入賞を

目指して全力で走 ります」と力強

く抱負を語 りました。桑野照史市

長は「ジュニア大会だけでなく、

将来オリンピックにも出場できる

ようがんばってくださぃ」と健闘

を祈 りました。

＜
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
涙
ぐ
む

参
加
者
も

○
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

市
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「ど

―
な

っ
つ
」

（
近
藤
祐
子
代
表
）
が
、

保
護
者
を
対
象

に
９
月

１．
日
か
ら
来

年

１
月
９
日
ま

で
の
５
回
に
わ
た
り

開
催
し
て
い
る

「子
育

て
セ
ミ
ナ
ー
」

の
第
２
回
が
、

１０
月

ｍ
日
に
サ

ン
コ

ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
日
本
抱

っ
こ
法
協
会
理
事

・

宮
崎
由
紀
子
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、

自
閉
症

の
子
ど
も
た
ち

の
心
を
開
く

た
め
約

４。
年
前

に
米
国

で
始
ま
り
、

国
内

で
も
多
く

の
人
か
ら
支
持

さ
れ

て
い
る

「抱

っ
こ
法
」
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

「抱

っ
こ
法
」

は
、
抱
き

な
が
ら
優

し
く
声
を
か
け
る
こ
と
で

子
ど
も

の
感
情
を
開
放

し
、
自
然
と

心
を
通
わ
せ
る
も

の
で
、

セ
ミ
ナ
ー

に
参
加

し
た
約

１
０
０
人

の
母
親

が

２
人
組
を

つ
く
り

「抱

っ
こ
法
」
を

体
験

し
ま
し
た
。
声
を
か
け
合
う
う

ち
に
自
然
と
涙
を

こ
ぼ

す
参
加
者
た

ち
に
宮
崎
さ
ん
は

「
子
ど
も
に
優
し

く
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
親
が
優

し

く
な
る
こ
と
が
必
要

で
す
」
と
、
子

ど
も
と
触
れ
合
う

こ
と

の
大
切
さ
を

語
り
ま
し
た
。

触れ合うことで
深働合う心の鮮

瑯 ちくご 朝 6年 11月号御 0ぬ爵疑
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さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
１０

ロ
キ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
参
加
者
の
皆
さ
ん 懐かしい風景を残 したい

0とびうめ団文祭写真部門で
坂田剛博さんが入選

浮羽町で10月 30日 から開催されている「第19回 と

びうめ国文祭」美術展 (写真部門)で、坂田剛博さ
ん (上原々北、62歳)の作品「夏体み」が12回 目の

入選を受賞しました。見休みに川で無邪気に遊ぶ、

子どもたちの生き生きとした表情が高く評価された

もので魂

持ち前のセンスと探究心で、これまで数々の賞を

受賞している坂田さん。今年から始まったフォトマス

ター検定を受験し、最上位のエキスパート資格を取

得するなど、実績に満足せず絶えず向上し続ける活

動姿勢は、多方面から信頼を集めていま現 今後は「近

代化で消えてゆく、身近で懐かしい風景を残してい

きたいですね」と語るその表情は、輝いていました。 ▲入選作「夏休み」

新たな健康づくりの
ステップに
○あじさい。さざんか
両グループが県から表章
積極的に健康づくりを続けている

団体として、筑後フォークダンス「あ

じさいの会」 (緒方貴子代表・約80

人)が、10月 2日 に健康運動推進実

践分レープ優秀賞を受賞。同様に「さ

ざんかの会」 (渡辺セツ子代表、約75人 )も 奨励賞を受賞し、その報告のため

10月 18日 に市役所を訪れました。この表彰は県が、40歳以上でつくる20人以

上の団体を対象に表彰しているもので、優秀賞は6団体、奨励賞は17団体が受

賞しました。「これからも明るく元気に楽しく活動を続けていきたい」と喜び

を語る緒方さんへ、桑野照史市長は「心身ともに健康になるダンスの輪を、ぜ

ひ男性にも広げてください」と、さらなる活躍を期待しました。

)

)

▲受賞報告に訪れた緒方さん(右)と渡辺さん(中央)

J

く´`

健康づくりの輪を広げ、福祉ヘ

の理解を深めてもらおうと、10月

17日 にサンコアで「健康と福祉の

祭典」がありました。今年の祭典

は「地域で子育て夢育て」をテー

マに、恵泉女学園大学教授 。大日

向雅美さんによる講演会をはじめ、

101Q4と 5 kmの コースに分かれ秋の

筑後路を歩 く「にこにこウォーク

大会」、福祉事業への貢献者表彰、

地域デイサービス事業発表会など、

さまざまなイベントが終日行われ、

会場は多くの人でにぎわいました。

また祭典では、市制50周年記念

事業の一つとして、 6月 に参加者

を募集した「50ポ ンド減量作戦」

目標達成者の表彰式がありました。

この作戦は、 5人一組で50ポ ンド

(約23kg)の減量に取 り組むもの

で、10グループが参加。計量の結

果27.2 kg減量した「赤信号」 (代

表・中島明美さん)と 、23.l kg

減量した「ズンドコ」 (代表・森

山早苗さん)の 2グループが目標

を達成し表彰を受けました。

々
性
２
グ
ル
ー
プ
が

減
量
作
戦
達
成

○
健
康
と
福
祉
の
祭
典

０
地
域
住
民
が

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

を
標
語
に
掲
げ
、

１０
月

１．
日
か
ら
２。
日

ま
で
実
施
さ
れ
た
全
国
地
域
安
全
運
動

の

一
環
と
し
て
、

１０
月

１５
日
に
筑
後
北

小
校
区
や
久
富
東
行
政
区
な
ど
７
行
政

区
と
、
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
前
な
ど
で
地
域

住
民
と
筑
後
警
察
署
員
が
合
同
で
夜
間

パ
ト

ロ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

久
富
東
行
政
区
で
は
、
２
年
前
か
ら

活
動
し
て
い
る
久
富
東
安
全
推
進
協
議

会

（壇
富
夫
会
長
、

２８
人
）
の
メ
ン
バ

１
８
人
と
筑
後
警
察
署
員
が
、
午
後
９

時
か
ら
約

３。
分
間
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
。
久
富
団
地
内
の
駐
車
場
や
駐
輪

場
を
見
回
り
な
が
ら
、
不
審
者
や
盗
鋒

車
が
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
月
に

一
度
メ
ン
バ
ー

が
交
代
で
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
壇
会
長
は

「以
前

は
少
年
が
た
む
ろ
し
て
い
た
り
、
路
上

駐
車
が
多
か

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

活
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
ね
」
と
活
動

の
成
果

を
強
調
し
ま
し
た
。

まちの密全 Iさ
自分たちの手で

潟爵盈 側 ⊃ 広報ちくご 朝 6年 11月号
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0あなたは太っているか

の
背後にlユ
・ 工わい
病気∬…ヽ

　
″
　
′

をたlき大文夫?
内
臓
脂
肪
を
た
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

生
活
習
慣
病

の
代
表
的
な
も
の
に

「肥
満
症
」

「高
血
圧
」

「糖
尿
病
」

「高
脂
血
症
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
個
々
の
原
因
で
起
き
る

と
い
う
よ
り
、
肥
満
、
特
に
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積

し
た
肥
満
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

内
臓
脂
肪
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
原
因

と
な
る
物
質
を
作
り
出
す
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
物
質
は
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ

る
ほ
ど
多
く
作
り
出
さ
れ
ま
す
。
最
近
、
お
な
か

に
脂
肪
が

つ
い
た
と
嘆

い
て
い
ま
せ
ん
か
。
体

の

中
で
は
、
内
臓
脂
肪
が
生
活
習
慣
病

の
原
因
と
な

る
物
質
を
作
り
出
し
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど

を
同
時
に
進
行
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
欧
米

人
に
比
べ
、
太
り
だ
す
と
生
活
習
慣
病
が
起
き
や

す

い
体
質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
手
足
は
細

い
の

に
、
お
な
か
ま
わ
り
が
大
き
い
人
は
要
注
意
で
す
。

一
つ
の
目
安
と
し
て
お
な
か
ま
わ
り
が
男
性
で
８５

を
以
上
、
女
性
で
９。
を
以
上
あ
る
と
内
蔵
脂
肪
が

増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

身

m■ i m=自分のBMI

長長体 重 身

目標体重の目安=日臀電旨弊ウ請僣 ×身長 (m)X身長 (m)

この範囲の維持を目指しましょう

市では、今年の健康診査で
肝臓病の項目が『要指導』『要
医療』と判定された人や、肝
臓病について知りたい人など
を対象に「肝臓病教室」を開き
ます。どうぞご参カロください。
〔とき〕>■ 月25日 lttl=『ウ
イルス性肝炎 (主にC型肝炎)
について』 >12月 7日 ω =
『肝脂肪・アルコール性肝炎
について』
※時間はいずれも13:30～
15:00
〔ところ〕保健センター

〔講師〕市立病院統括診療部
長(消化器科)。 小野典之医師
〔参加料〕無料
〔申込み・問合せ〕
健康づ く

り課健康

増追係(a
53-4115)
ヘ

ks■

※BMIとはBody Mass
indexの略で、BMIで
求めた数値は体格指数
ともいわれ、肥満の判
定に多く用いられてい

ます。

BMIが 18.5未満 やせ

BMIが 18.5以上25未満 普通

BMIが25以上      肥満

Ｂ

Ｍ

‐

が

２５
以

上

の
人

は
要

注
意

肥
満

の
指
標
と
し
て
は
、
体
重

睦
を
身
長

ｍ
の

二
乗
で
割

っ
た
数
字
で
表
さ
れ
る

「Ｂ
Ｍ
Ｉ
」
が

一
般
的
に
用

い
ら
れ
ま
す
。
最
も
病
気
に
か
か
る

率
が
低

い
と
さ
れ
る
標
準
値
は
２２
で
、

２５
以
上
に

な
る
と
肥
満
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
２５

以
上
に
な
る
と
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
人
が
急
激
に
増

加
し
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
２５
以
上
の
人
で
、
病
気
を

あ
わ
せ
も

つ
人
は
減
量
治
療
が
必
要
な
病
気

「肥

満
症
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
た
だ
の
肥
満
を

「肥

満
症
」
に
し
て
し
ま
う
前
に
自
分
自
身
が
気
づ
き
、

ま
ず
は
現
在
の
体
重
を
１
割
減
ら
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
１
割
体
重
を
減
ら
せ
ば
、
脂
肪
か
ら
出
て
く

る
生
活
習
慣
病

の
原
因
物
質
が
確
実
に
少
な
く
な

る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

肥
満
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
食
事
や
運
動

の

改
善
が
不
可
欠
で
す
が
、
減
量
は
正
し
い
方
法
で

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り

課
の
保
健
師
や
栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

BMIによる
肥満の測定

廟ちくご朝 6年 11月号
“
働邁



囲日曜祝日在宅医

3日  あかさか診療所 (赤坂)    盆53-7555
石井内科医院(上町)     盆51-7751

7日  山方内科医院(欠塚)     a52-1351
おおうち内科クリニック(久富)奮 54-0600

14日  植田病院 (大和)       奮53-5161
あだち循環器科クリニック(山ノ井中)a53-3044

21日  永田医院 (船小屋)      盗53-3271
さとうこどもクリニック(蔵数)奮 54-0123

23日  田中整形外科 (野町)     a53-5000
まるおか小児科・内科医院(禾日泉東)金53-2041

28日 川嶋医院(西牟田)      奮52-3500
平井医院 (不日泉中)      盗53-2353

囲小児救急外来(19:00～ 22:00)

月・水・金曜日=公立八女総合病院(八女市大字高塚)
盗0943-23-4131

火。木曜日=筑後市立病院 (不日泉西)  盗53-7511

※変更になる場合がありますので事前に問い合わせてください

発達盈 御 9広 報ちくご 朝 6鋼 1鵬

▼問合せ =健康づ くり課
盗 53-4115

囲救急指定病院

筑後市立病院(不日泉西)      盗53-7511
囲広域眼科在宅医

3日 林眼科医院(久留米市東町)  盗32-2168
7日  みやた眼科医院(広川町大字新代)

a0943-32-6888
14日  しらお眼科クリニック(久留米市野伏間)

a51-4100
21日 模眼科医院(久留米市城南町) a32-4807
23日 池田眼科クリニック(久留米市上津町)

盆22-8321
28日  吉田眼科医院(長浜)     奮54-1888
囲歯科休日診療

3・ 7 ・ 14・ 21・ 23・ 28日

入女筑後歯科医師会館内の救急医療センター

(八女市大字本町)     盗0943-24-4829

今日の常生行事
◆乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

11月 の おひさま教室

(日寺間はいずれも 10:00～ 11:30

◆12月 (上旬)は…

① >9日榊・11日 lttl=「 いもほりごっこ」(0～ 2

歳児)レ 10日 lフkl=「おみせやさんごっこ」(3

～6歳児)
おひさまハウス     【申込み:5日①】
②>16日榊・17日 lフkl・ 18日 lttl=「 うたって ,お

どって !」「パネルシアターと絵本」

おひさまハウス    【申込み:12日③】
*外であそぼう(現地集合・当日受付)
5日 lttl=長浜コミュニティパーク

26日 (金l=筑後児童遊園
雨天のとき=おひさまハウス

ψO歳児の赤ちゃん広場 (当 日受付)

24日 17kl=おひさまハウス

12月 (上旬 )|ま・中

①3日③=おはなし会
おひさまハウス(現地集合。当日受付)

②7日ω・8日 lフよl・ 9日 lttl=「おにごっこ」

おひさまハウス   【申込み:12月 3日 (金l】
【申込み・問合せ】子育て支援センター (a53-
8574)ヘ

健  診 と   き と こ ろ 対  象  者
4か 月 児 健 診 26日宅鋤    13:00～ 14:00

保健セ ンター

平成16年 7月 生まれの子

10か 月 児 健 診 5日僣)   13:00ヘン14:00 平成16年 1月 生まれの子

1歳 6か 月児健診 19日 倫)   13:00～ 14:00 平成15年 4月 生まれの子

3歳 児 健 診 12日 絵)   13:00～ 14:00 平成13年 10月 生まれの子

教  室 とき。ところ 内  容

バランス友の会
4日 lオ、19:30～ 12:00
=保健センター

運動療法

乳 幼 児 教 室
9日 Cり10:00～ 12:00
=保健センター

2歳未満の子ど
保護者。虫歯予
親子遊びなど

1～
もと
防や

もうすぐ

パパママ教室

11日 lオ、110:00～ 12:00

=保健センター

妊娠中の過 ごし方、
栄養指導、妊婦体操
(実習)な ど

18日 lオ、110:00～ 12:00

=保健センター

お産のた
作指導、
て、沐浴

めの補助動
育児につい

(実習)

おつぱい教室
25日 lオ、110:00～ 12:00

=保健センター

妊帰や授乳中の母子。
妊娠中からの乳房管
理、母乳育児について

参加無料
親子対 象。
就学前 の

内  容 と    き と こ ろ

バランス友の会 2日い  9:30～ 12:00

保健センター10か 月児健診 3日悟D13:00～ 14:00

もうすぐパパママ教室 9日ワD13:30～ 14i30
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市
民
交
通
傷
書
保
険

市

で
は
、
市
民
交
通
傷
害
保
険

の
加

入
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
加

入
す
れ
ば
保
険
金
請
求

の
手
続
き
が
市

民
課
窓
口
で
で
き
ま
す
。

（対
象
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤

・
通
学
し
て
い
る
人

（保
険
料
〕
１
口
に

つ
き
年
額
９
６
０

円

（中
途
加
入
者
は
月
額

８。
円
）

〔保
険
金
〕
１
口
に

つ
き
▼
死
亡

。
重

度
障
害

＝
１
０
０
万
円
▼
け
が
＝
５
０

０
０
円
～

１２
万
円

（申
込
み
〕

１１
月

２２
日
∩
ま
で
に
隣
組

長
を
通
じ
て
各
行
政
区
長
か
市
民
課

ヘ

（間
含
せ
〕
市
民
課
市
民
係

（
△
０

４

１
１
２
）

ヘ

※
今
月
は
同
保
険
の
切
り
替
え
月
で
す
。

現
在
加
入
し
て
い
る
人
は
、
切
り
替
え

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

移
動
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会
で
は

「平
成

１６
年
度

移
動
教
育
委
員
会
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕

１．
月

１７
日
い
午
後
７
時
～

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
北
小
学
校
体
育
館

（対
象
校
区
〕
筑
後
北
中
学
校
区

〔内
容
〕
▼
教
育
委
員
会
会
議
▼
同
校

区
内

の
小
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
出
さ
れ

た
課
題
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
か
ら
対

応
説
明
▼
意
見
交
換

〔問
合
せ
〕
学
校
教
育
課
総
務
係

（
盗

０
４
１
１
１
内
線
４
２
４
）

ヘ

※
事
前

の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

く
ら
し
の
合
同
相
談
会

市

で
は

「く
ら
し
の
合
同
相
談
会
」

を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕

１．
月

１７
日
∩
午
前

１０
時
～
午

後
３
時

〔と
こ
ろ
）
サ
ン
コ
ア
３
階
軽
運
動
室

〔相
談
内
容
〕
調
停
相
談
、
人
権
相
談
、

行
政
相
談
、
消
費
生
活
相
談
、
警
察
関

係
相
談
、
不
動
産
相
談
、
交
通
事
故
相

談
、
労
働
相
談
、
年
金
相
談
、
法
律
相

談※
な
お
、
法
律
相
談
に

つ
い
て
は
事
前

の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
受
付
は

１１
月

１０
日
い

の
み
で
、
定
員
７
人
を
超
え
た

場
合
は
拍
せ
ん
で
す

（相
談
料
〕
無
料

〔申
込
み

・
問
合
せ
）
市
民
課
市
民
相

談

。
年
金
係

（
金
０

４
１
１
１
内
線
１

８
３
）

ヘ

親
子
観
劇
会

市

で
は

「
親
子
観
劇
会
」
を
開
き

ま
す
。

（と
き
〕

１．
月

２．
日
⑤
午
前

１０
時
～

〔と
こ
ろ
）
筑
後
北
小
学
校
体
育
館

〔内
容
〕
劇
団
風
の
子
北
海
道
に
よ
る

劇

『ど
ん
ぐ
り
と
山
猫

（宮
沢
賢
治
作
）
』

（対
象
）
３
歳
～
小
学
校
低
学
年

の
児

童
と
保
護
者

（入
場
料
〕
無
料

〔定
員
〕
５
０
０
人
に
な
り
次
第
締
切

り
（申
込
み

・
間
含
せ
〕

■
月
８
日
ω
か

ら
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
盗
０
４

１
１
１
内
線
２
２
４
囲
⑫
４
７
０
９
岡

守
Ｊ
∽６
⇔
一Ｆ
争
一Ｊ
器
昔
を
）

ヘ

※
フ
ァ
ク
ス
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

と
き
は
、
参
加
者

の
氏
名

・
住
所

。
電

話
番
号
を
書

い
て
く
だ
さ
い

お
預
か
り
体
験
交
流
会

〔と
き
〕

１．
月

３。
日
∩
午
前
９
時
半
～

正
午（と

こ
ろ
〕
お
ひ
さ
ま

ハ
ウ
ス

（内
容
〕
集
団
託
児

（
一
人

の
提
供
会

員
が

一
人
の
子
ど
も
、
ま
た
は
兄
弟
を

預
か
り
ま
す
）

※
会
員
で
な

い
人
は
登
録
が
必
要
で
す

（参
加
料
〕
無
料

〔定
員
〕

１０
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
間
含
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー

（市

福
祉
事
務
所
内
容
０
３
１
２
３
）

ヘ

血
を
行

い
ま
す
。

（と
き
〕

１．
月

１７
日
ｍ
午
前

１０
時
～

１１

時
半
、
年
後
０
時
半
～
３
時
半

〔と
こ
ろ
）
筑
後
市
役
所
本
庁
舎
前

〔対
象
）
攻

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
▼
１６
～

６９
歳

の
健
康
な
人

（
６５
歳
以

上
は
条
件
あ
り
）
▼
体
重
が
女
性
で
４。

言
以
上
、
男
性

で
４５
ま
以
上
あ
る
人
▼

輸
血
や
臓
器
移
植
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
▼
Ｂ
型

・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
な

い
人
▼
妊
娠
し
て
い
な

い
人
な
ど

※
よ
り
安
全
性

の
高

い
血
液
確
保

の
た

め
、
運
転
免
許
証

。
保
険
証
等
に
よ
る

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

電話番号はおまちがえのないように

秋の火災予防運動
11月 9日側～15日 lttl

★市消防本部では、①住宅防火対策②放火火災予防対
策③消火器適正管理の推進を重点目標として火災予防
運動を実施します。

3つの習慣
0寝たばこをしない
0燃えやすいものの近くでストーブを使わない
0ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
4つの対策
0住宅用火災警報器をつける
0防炎製品を使う
0住宅用消火器などを置く
0隣近所の協力体制をつくる

★市消防本部では、老朽消火器などの破裂による人身
事故を防止するため、老朽消火器などの一斉回収を行
います。回収方法など、詳しくは問い合わせてください。

一問合せ―

消防本部予防課予防係 (奮52-2020)ヘ

ち
く
」ゞ多

テヽ
ー
与
ポ
ー
ト
・

愛
の
献
血
に
協
力
を

セ
ン
タ
ー
で
は

「
お
預
か
り
体
験
交
流

会
」
を
開
き
ま
す
。

筑
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
献

嘲 ちくご 朝 6年 11月 号像 ω 島蓮騒



―
― 口

iり Information

)

ブ

（問
合
せ
）
同
ク
ラ
ブ

（
金
０

５
７
７

６
）

ヘ

農
業
用
廃
ビ
エ
ー
ル
を

回
収
し
ま
す

不
要
に
な

っ
た
農
業
用
廃
ビ

ユ
ー
ル

な
ど
は
、
農
家
が
正
し
く
処
分
す
る
よ

う
に
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
適
正
処
理
推
進
協
議

会
で
は
、
次
の
と
お
り
農
業
用
廃
ビ

ニ

ー
ル
を
回
収
し
ま
す
。

（回
収
す
る
も
の
）
塩
化
ビ

ユ
ー
ル
、

ポ
リ
フ
イ
ル
ム

（農
ポ
リ
）
、
Ｐ
Ｏ
系

フ
イ
ル
ム
、

ハ
ト
メ
加
エ
ビ

ニ
ー
ル
、

潅
水
チ

ュ
ー
ブ
、
谷

・
止
水

シ
ー
ト
、

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、　
マ
ル
チ

（自

・
黒

・

シ
ル
バ
ー

・
雑
）
、
ア
ル
ミ
定
着
、

マ

ル
チ
押
さ
え
杭

（プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
み
）
、

肥
料
袋

（ポ
リ
系

の
み
）
、
衣
目
肥
料

袋
、

コ
ン
バ
イ

ン
袋
、
ポ
リ
ポ

ッ
ト

・

鉢
、
ポ
リ
ト
レ
イ
、
育
苗
箱
、
畦
畔
波

（板
）
、

マ
リ

ッ
ク
ス
シ
ー
ト
、
ラ
ブ

シ
ー
ト
、
寒
冷
紗
、
ネ

ッ
ト

（防
虫

・

防
鳥

・
防
風
）
、
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ
管

（
１
所
ま
で
に
切

っ
て
、
結
束
し
て
く

だ
さ
い
）
、

ロ
ー
リ
ー
タ

ン
ク

（育
苗

箱
程
度
の
大
き
さ
に
切

っ
て
く
だ
さ
い
）
、

潅
水
ホ
ー
ス
、
動
噴
ホ
ー
ス
、
ブ

ル
ー

シ
ー
ト

（農
業
用
に
限
る
）

※
泥
、
水
、
小
石
、
金
属
な
ど
を
取
り

除
き
、
必
ず
結
ん
で
く
だ
さ
い

（
１５
言

以
下
、
種
類
ご
と
）
。
結
ん
で
い
な

い

も
の
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
金
具

が
付

い
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
は
ず
し

て
く
だ
さ
い

〔
回
収
し
な
い
も
の
）
ト
ラ
ッ
ク
シ
ー

ト

〔と
き
〕
▼
１１
月

１．
日
∩
＝
い
ち
ご

・

ト

マ
ト

・
花

。
菊
部
会
と
、
農
協
部
会

以
外
▼
１１
月
１２
日
⑥
＝
い
ち
ご

。
な
す

。

果
樹
関
係
部
会
と
、
そ
の
ほ
か
の
野
菜

部
会

※
い
ず
れ
も
午
前
８
時
半
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時

〔と
こ
ろ
〕
農
協
カ

ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

（料
金
）
１
言
董
た
り

１２
円

（廃
プ
ラ

協
議
会
関
係
部
会
員
以
外
は
処
理
手
数

料
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

〔問
合
せ
）
市
農
政
課
農
政
係

（
盗
〇

４
１
１
１
内
線
３
３
２
）

へ

※

１．
月

１。
日
い
の
午
前
８
時
半
～

１０
時

に
、
農
協
カ

ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
排
出
に
使
う
車
両

の
事
前
計
量
を
行

い
ま
す

現
代
国
際
巨
匠
絵
画
展

八
女
共
同
作
業
所

・
茶

の
実
共
同
作

業
所
法
人
化
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
絵
画
展
実

行
委
員
会
で
は
、
絵
画
展
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕

１．
月

１３
日
⑪
～

１５
日
⑪
午
前

１０
時
～
午
後
７
時

（最
終
日
は
午
後
６

時
ま
で
）

〔と
こ
ろ
〕
八
女
伝
統
工
芸
館
２
階
特

設
会
場

（
八
女
市
大
字
本
町
）

〔内
容
〕

シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ピ
カ
ソ
、
東

山
魁
夷
な
ど
１
２
０
点
の
作
品
展
示

〔入
場
料
〕
無
料

（問
合
せ
）
同
会

（
合
０
９
４
３
④
ｌ

７
４
７
）

ヘ

市
保
育
所
連
盟
で
は

「
ほ
い
く
フ

エ

ス
テ
イ
バ
ル
」
を
開
き
ま
す
。

〔と
き
）

■
月
７
日
①
午
前

１１
時
～

（と
こ
ろ
〕
羽
犬
塚
小
学
校

〔内
容
〕
バ
ザ
ー
、
和
太
鼓
演
奏
、
親

子

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
人
形
劇
な
ど

（参
加
料
）
無
料

〔問
合
せ
〕
桜
保
育
所

（
全
⑫
５
０
９

３
）

ヘ

第
３
回
筑
後
市
長
杯

囲
碁
・将
棋
大
会

市
と
市
内

の
囲
碁

・
将
棋
ク
ラ
ブ

で

は

「第
３
回
筑
後
市
長
杯
囲
碁

・
将
棋

大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
）

１．
月

２７
日
０
午
前
９
時
～
午

後
４
時

（と
こ
ろ
）
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔参
加
料
〕
１
０
０
０
円

（
昼
食
代
を

含
む
）

（申
込
み

・
問
合
せ
）

１１
月

１９
日
⑥
ま

で
に
同
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（健

康
づ
く
り
課
高
齢
者
支
援
係
内

金
０
４

１
１
５
）

ヘ

健
康
福
祉
祭
シ
エ
ア

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は

「第

１５
回
筑
後

市
健
康
福
祉
祭
校
区
対
抗

シ
ニ
ア
ン
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

〔と
き
）

・２
月
５
日
⑤
午
前
９
時
～

※
雨
天
時
は
、

１２
月

１２
日
０
に
延
期

（と
こ
ろ
〕
窓
ケ
原
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

〔対
象
）
昭
和

２。
年

１２
月

３．
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

〔参
加
料
〕
無
料

（申
込
み

・
問
合
せ
〕

１１
月

１５
日
の
ま

で
に
同
会
事
務
局

・
白
岩

（
盗
０
３
８

２
２
）

ヘ

市
営
住
宅
入
居
者

市

で
は
、
空
家
市
営
住
宅

の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

囲
常
用
団
地

（大
字
常
用
）

ｏ
３
Ｋ

（
１
戸
）
＝
４
８
０
０
円
～
８

０
０
０
円
程
度

（単
身
入
居
可
）

囲
高
銭
野
回
地

（大
字
熊
野
）

ｏ
２
Ｄ
Ｋ

（
３
戸
）
＝
８
９
０
０
円
～

１
８
６
０
０
円
程
度

※
家
賃
は
世
帯
の
月
収
で
決
ま
り
ま
す

囲
資
格

次

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人
▼

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通
動
し
て
い

る
人
▼
同
居
す
る

（
し
よ
う
と
す
る
）

■月は指名手配被疑者捜査強化月間です。

警察では、■月中、全国警察の総力をあ

げて特に重大な犯罪を行った被疑者の早期検

挙に取 り組んでいます。

皆さんの情報提供を

お願いします。

〔問合せ〕筑後警察署

(金52--0110) ヘ

働
夫や、パートナーからの暴力、職場でのセク

シュアルハラスメントなどの相談を受けます。

〔とき〕11月 21日 l日)10100～ 17:00

〔相談電話〕092-715-6138
※通常、月～金の8:30～ 17:00も相談を受
けていますので、気軽にご相談ください

〔間合せ〕福岡法務局・県人権擁護委員連合

会 (ao92-721-4675)ヘ

フほ
工い
スく
テ
イ
バ
)レ

募
集

゛
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親
族
が
い
る
人
▼
入
居
家
族
全
員

の
諸

控
除
後

の
月
収
が
合
わ
せ
て
２。
万
円
以

下

（障
害
者

・
高
齢
者
世
帯
な
ど
は

２６

万
８
０
０
０
円
以
下
）

の
人
▼
現
在
住

宅
に
困

っ
て
い
る
人
▼
入
居
家
族

の
中

に
税
金

の
滞
納
者
が
い
な

い
人
▼
共
同

生
活
を
円
満
に
で
き
る
人
▼
入
居
す
る

と
き
に
２
人
の
保
証
人
が
い
る
人

（保

証
人
の
条
件

＝
独
立
し
た
生
計
を
営
む

市
内
居
住
者

で
、
申
込
者
と
同
程
度
以

上
の
収
入
が
あ
る
人
）

日
入
居
時
期

・２
月
下
旬

日
申
込
み

「
間
含
せ

１．
月
１
日
ω
～

１０
日
的
に
都
市
対
策

課
建
築

・
住
宅
係

（
金
０
４
１
１
１
内

線
２
３
３
）

ヘ

※
募
集
団
地

・
戸
数
な
ど
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
が

な
か

っ
た
住
宅
は
、
申
込
み
締
切
り
以

降
、
随
時
受
け
付
け
ま
す

ガ
イ
ド

ヘ
ル
バ
ー
養

成
請
習
会

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
重

度
視
覚
障
害

の
あ
る
人
や
全
身
性
障
害

の
あ
る
人
が
外
出
す
る
と
き
の
移
動
介

助
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け

る

「
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
」

を
開
き
ま
す
。

〔と
き
〕
▼
講
義

＝
１２
月
３
日
⑥
～
５

日
①
▼
実
習
＝
１２
月

１２
①

※
時
間
や
内
容
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

〔と
こ
ろ
）
成
富
ビ
ル
４
Ｆ

（久
留
米

市
東
和
町
）

（対
象
〕
全
日
程
受
講

で
き
る
母
子
家

庭

の
母
や
寡
婦
で
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

２
級
課
程
を
修
了
し
た
人

〔受
講
料
〕
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
７
０

０
０
円
は
自
己
負
担
）

〔定
員
〕

２。
人

〔申
込
み

・
間
含
せ
〕
市
福
祉
事
務
所

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
き
、

■
月

１５
日
⑪
の
午
前
中
ま
で
（必
着
）
に

同
会
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
係

（
〒
８． ６
‐
０
８
０
４
春
日
市
原
町
３

１

１

＋
７
ａ
０
９
２

・
５
８
４

・
３
９
２
２

囲
０
９
２

・
５
８
４

・
３
９
２
３
）

ヘ

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い

介
護
者
教
室

グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
か
り
で
は

「介

護
者
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
）

■
月
６
日
⑪
午
後
１
時
半
～

３
時（と

こ
ろ
〕
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
船
小
屋

荘
集
会
室

〔内
容
）
分
か
り
や
す

い
痴
ほ
う
の
介

護
の
仕
方
や
寸
劇

〔参
加
料
〕
無
料

（間
含
せ
）
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
か
り

な

０
０
０
４
０
）

ヘ

※
事
前

の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

随
。

l″う日本生命財団では、児童・少年の健全育

成活動を行っている民間の団体に助成を行い

ます

〔対象団体〕次の条件をすべて満たす団体
レ1年以上の活動実績があり、構成員が常時
20人以上 >構成員の半数以上が児童 。少年
で>活動資金が構成員の負担であるか、わず
かな補助金で運営している>月 に1回以上定
例活動日を決めて継続して運営している>地
域住民との交流tボ ランティア活動をしてい
るなど

〔助成額〕30～50万円

〔申込み・間合せ〕社会教育課にある申請書
に必要事項を書き、 11

月22日 l月 )ま で (必着 )

に同課社会教育係 (〒

833-8601(住 所不要〉
a53-41■ 内線432)ヘ

」
」
Ｂ
■
■
■
■
日
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｔ

乳

★子育て電話相談 a53-8574(毎 週月～金曜日 9:00～ 17:00)
★教育相談電話  a52-3880   ★福岡県教育ホットライン 金52-4949
★女性の悩み電話相談  金53-2516(毎 週月～金曜日 8:30～ 17:00)

講
座

日
講
習
会

↑ロ    ヨ央 と   き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児重相談
毎週月・火・木曜日
8:30-17:00 市民相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員)

市民課
金○叫11内線134

教 育 相 談
毎週月～金曜日
8:30-17:00 教育研究所

いじめ。不登校 。学習・進路などの
悩みや心配など  (教育相談員)

教育研究所
空■短)8678

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
9100-12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談     (医 師、看護部長等)

市立病院総務課
空A⑬7511

心 と 体 の
障 害 相 談

11月 25日 (本 )
13:30-16:00

おひさまハ

ウス
障害者 (児)やその家族の悩みなど

(社会福祉士)
市民課
金04111内線134

心の健康相談
毎週金曜日
13:00ハヤ16:00 市民相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

市民課
奮⑬4111内線134

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水曜日
13:00-16100 市民相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子自立支援員)

市民課
a041m内線134

補 聴 器相談
11月 16日 (火 )・ 24日 (水 )
10:00-12:00 市民相談室

聴覚陪 用の補聴器について相訊
修理など      (指 定業者)

福祉事務所
盆041■内線223

在 宅 介 護 相 談  (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じます。
《と き》常時 (土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》市立病院(a② 1439)、芳樹園(a⑬ 2511)、 クリーンパルゆう∞⑫0630)、 社会福祉協議会(a②9o66)

脚ちくご朝 6年 11月号(221荘



新刊園審紹介コーナー
11月 の体館日
日 月 火 水 木 金 土

3456
10 11 12 13
17 18 19 20
24 25 26 27

☆聞館時間 9100～ 17:00
(木・金曜日=9100～ 20:00)

☆中央公民館図書室

a(直 )51‐ 7200
金(代)53-2178

２

９

‐６

２３

３。

１

８

‐５

２２

２９

７

‐４

２‐

２８

Fひとりぼつちのかいぶつといしのうさぎ』
クリス・ウォーメ)レ作・絵

みんなが逃げ出すほど、みに

くいかい公つがいました。みん

なにきらわれても、やさしい心

をなくさなかったかいぶつ。心

がじ―んとして切なさがこみあ

げてくる一冊です。

は休館日です

日 ■ ■
.■
■ ■ ■ ■ ■ ■ E日 J■ ■ ■ ■ ■

吾ども読書推進ボランティア育成講座
図書室では「子ども読書推進ボランティア育成講座」を

開きます。読書ボランティアとして活動するために『読み

聞かせ』『ストーリーテリングの実際とや り方』を楽しく

マスターしませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

〔とき〕11月 10日 切0、 24日 17や、12月 1日

'lく

l、 8日 ,10の 9:

30～ 12:30(全 4回 )
〔ところ〕サンコア2階講習室4

〔対象〕これから読書ボランティアを目指そうとする人

で、本講座を修了したあと地域や学校でボランティア活

動ができる人。全日程参加できる人

〔受講料〕無料

〔定員〕20人程度になり次第締切り

〔申込み・問合せ〕中央公民館図書

室ヘ

奇lきなしのじかん
幼児から小学校低学年を対象に、お

はなしボランティア「ぽけっと」によ

る絵本の読み聞かせなどを行います。

〔とき〕11月 27日 tD ll:00～ 11:30

〔ところ〕サンコア1階和室

■

■

■

■

■

Ｅ

日

一
■

■

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一
■

一
■

■

■

う

〕

0 Ｊ（）

く児童向き>

ススメおにぎリコロヨロ

すきすきちゅ― !

むかむかの一週間

その3-魚のまき一

おぐまこうじ

イアン・ホフイブラウ

薔筆借
中サIIひろたか

中島和子

おでんおんせんにいく

りっばなおおかみになりたい屋

く一般向き>
空蝉の向こう側              神田完

母ごころ仏ごころ 一豊かに生きる知恵―  梅原猛
幻覚                  渡辺淳一

スグリ ーもののけ祭 リー       野崎ゆきえ
DESIRE ―冬の陽なた一     東田真由子
アンナGO! ―少女と愛犬の奇跡一   安田昌弘
いのちの食卓              辰巳芳子

スローな旅で行こう           斎藤政喜

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 間合せ

消費生活相談
毎週月・火・水・金曜日
8:30-17:00 市民相談室

消費生活に関する苦盾など
(消費生活相談員)

市民課
a041■内線185

社会保険相談
11月 25日 (木 )
10:00-15:00 商

工会議所
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)
久留米社会保険事
務所  全⑬6191

行 政 相 談
(く らしの合同相談会)

11月 17日 (水 )
10:00-15:00

サンコア3階
軽運動室

国、公団、公社等に対する浄盾・意
見・要望など  (行政相談委員)

市民課
a041■内線183

求 職 相 談
毎週火曜日
10100-16:00 商

工観光課
職業について。求人票は常時商工観
光課で公開    (職 業相談員)

商工観光課
金○咀11内線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日
8:30-17:00 市民相談室

給料不払い、雇用主とのトラブルな
ど        (労 働相談員)

市民課
a04111内線185

無料法律相談

(昼の部)11月 17日 (水 )
13:30-16:30

(夜の部)11月 25日 (本 )
17:30～ 19:30

サンコア2階
談話室

金銭、不動産、家庭問題など。〔昼の
部〕定員7人・予約受付日11月 10日
lノ10のみ、〔夜の部〕定員 4人・予約受
付日11月 15日 l月 )のみ、抽選で決定

市民課 (予約も)
金04111内線183

レデ イース
法 律 相 談

11月 19日 (金 )
17:30-19:30 サ

ンコア
離婚、セクハラなど。相談者は女性
のみ。要予約。先着lll買 (女性弁護士)

動労者家庭支援施設
(予約も)a①2516

人 権 相 談
11月 10日 (水)
10:00～ 15:00

サンコア2階
談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど
(人権擁護委員)

市民課
a041■内線183

心配ごと相談
毎週木曜日
13:00ハΨ16:00

総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど
(心配ごと相談員)

社会福祉協議会
attD3969

ちくご女性
ほつとライン

毎週月曜日
10:00-16:00 サン

コア
夫やパートナーからの暴力等 (DV)
の相談  (女性DV等専門相談員)

ちくご女性ほっと
ライン盗⑭2600

′
′
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Ц

ヘ
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【ゞムメ
県民体育大会陸上競技で
2冠を達成した
たか  もく   まさ  ひこ

南蛮ご飯

サツマイモはビタミンCや力
リウム、ビタミン Eを 多く含み、
食物繊維も豊富なので、便秘の
解消に効果があります。

く材料〉 4人分
鶏もも肉………。1/2枚

エビー……………。4尾

酒……………・大さじ1

カボチャ………■20g
サツマイモ………80g
グリーンアスパラ…。20g
米……………・3カ ップ

だし汁…3と 1/4カ ップ

:ど ;illξ i!l⑥
揚げ油……………適量

(野菜提供=JAよ らん野)

デ

叩

(作り方〉
①鶏もも肉は一口大に、
エビは背わたと殻を
取って3等分に切り、
酒をふっておく。カボ
チャとサツマイモは
親指大に切る。アスパ

ラは縦に2～4つに切り、
長さ3cmに切る。
②①の材料をそれぞれ
170度の油で揚げる。
③といだ米にだし汁と

①の調味料を合わせ、
アスパラを除いた②
の材料をのせて炊き
上げる。
④炊き上がったら器に
盛り、最後にアスパラ
を飾る。

月
日  月

の行事

火 水

■
Ｉ

■
Ｉ

木 金 土

９
月

２６
日
に
嘉
穂
町
で
開
か
れ
た

「第

４７
回

福
岡
県
民
体
育
大
会
」
（県
体
）
秋
季
大
会
の
陸

上
競
技
で
、
高
杢
雅
彦
さ
ん

（鶴
田
、

４。
歳
）

が
壮
年

（
４。
～

４９
歳
）
男
子
１
０
０
房
、
同
男

子
走
り
幅
跳
び
の
２
種
目
で
優
勝
し
、
２
冠
を
達

成
し
ま
し
た
。
現
在
筑
後
北
中
学
校
で
体
育
教
師

を
つ
と
め
る
高
杢
さ
ん
が
、
県
体
で
優
勝
し
た
の

は
２
度
目
の
こ
と
。
中
学
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
、

そ
の
後
も
高
校
、
大
学
と
陸
上
競
技
に
明
け
暮
れ

た
高
杢
さ
ん
は
、
２４
歳
の
と
き
に
友
人
の
勧
め

で
県
体
に
初
め
て
出
場
し
、
見
事
優
勝
。
そ
の
後

開
か
れ
た
全
国
青
年
大
会
で
も
初
出
場
で
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
３５
歳
の
こ
ろ
ま
で
は
、
毎
年
県

体
に
出
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
高
く
な
る
周

り
の
レ
ベ
ル
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
れ
以
来
昨
年
ま
で

は
出
場
を
諦
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
壮
年
の
部
に
出
場
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
昨
年
勤
務
し
て
い
た
筑
後
中
学
校
で
陸
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さん高杢 雅彦
は市役所の閉庁日です

3日 全国太鼓の祭典

5日 市民文イヒ祭 (～ 7日 )

6日 市制50周年記念武典
フ日 市民ハイキング

＜
筑
後
北
中
で
は
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
て
い
る
高
杢
さ
ん
。

「来
年
の
県
体
で
は
体
重
を
落
と
し
て
い
い
記
録
を
目
指
し
ま
す
」

上
部
の
指
導
を
引
き
受
け
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
生
徒
の
指
導
を
し
て
い

る
う
ち
に

「ど
の
く
ら
い
の
タ
イ
ム
で
走
れ
る
か
、

試
し
て
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
約
５
年

ぶ
り
の
県
体
出
場
を
決
意
。
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に

再
び
走
り
出
し
ま
し
た
。

「自
己
記
録
を
目
指
し
続
け
る
と
こ
ろ
が
陸
上

競
技
の
魅
力
。
ス
タ
ー
ト
前
の
緊
張
感
も
好
き
で

す
ね
」
と
話
す
高
杢
さ
ん
。
学
生
の
と
き
に
出
し

た
自
己
ベ
ス
ト
は
１
０
０
房
、
１。
秒
７

（追
い

風
参
考
記
録
）
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
は

「
３４

歳
の
と
き
に
出
し
た

一
秒
台
」
を
目
指
し
、
静

か
に
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
克

ま
た
県
体
で
は
、

・８
秒
台
で
走
る

８。
歳
代
の
選
手
や
、
１２
秒
台
で

走
る

５。
歳
代
の
選
手
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、

速
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
と
い
う
高
杢
さ
ん
。
ま
ず
は
来
年
の
県
体
で

連
覇
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
練
習
を
重
ね
、
そ
の

後
は

「何
歳
ま
で
走
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
２
歳
の
娘
が
陸
上
競
技
に
興
味
を
も
つ
よ
う

に
な
る
ま
で
は
走
り
続
け
て
い
た
い
で
す
ね
」
と

目
を
細
め
ま
し
た
。

《文イしの日》

，
　

　

　

　

、
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《立冬》

農業委員会◆教粛委員会

あいさつ運動 (重点 !羽犬塚中、

水田/」 、ヽ古川小)

ミュージカ)レフェスティバル (～

14日 )◆クリーン作戦 (ΣΣ犬塚
」ヽ校区)

文イヒ財ウォークラリー

《小雪》

《動勇慰謝の日》

筑後市美術展(～ 12月 5日 )

8日

10日

13日

20日

22日

23日

27日

「
一
一．
］．
．．
中

月 税

国民健康保険税 5期
納税は口座振替が便利です

9月の人の動き

人 口  47,946人 (+55人 )
男    22,868人 (+17人 )
女    25,078人 (+38人 )
世帯数   15,471戸 (+29戸 )
※カッコ内は前月からの増減です

9月の交通事故

発生件数    34件 (380件 )
負傷者数    43人 (490人 )
死亡者数    0人 ( 0人 )
※カッコ内は今年の累計です

9月の火災・救急

出火件数    2件 ( 14件 )
火災損害    89万円 (1,429万円)

救急出動   128件 (1,157件 )
※カッコ内は今年の累計です

べ つ

ほ
古紙配合率iOO%再生紙
を使用していま売 広報ちくご 平成1印 孵 像 つ

葛饉理


